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は
じ
め
に

　
一
六
〇
七
年
か
ら
一
八
一
一
年
の
約
二
百
年
の
間
、
十
二
回
に
わ
た
り
日

本
に
来
聘
し
た
朝
鮮
通
信
使
行
の
う
ち
、
一
七
六
四
年
の
朝
鮮
通
信
使
行
は
、

江
戸
ま
で
辿
り
つ
い
た
最
後
の
使
行
で
あ
っ
た（

1
）

。
使
行
の
す
べ
て
を
尽
く
し

た
と
評
価
さ
れ
る
ほ
ど
、
苦
難
に
満
ち
た
使
行
で
あ
っ
た
が（

2
）

、
日
本
人
と
の

詩
文
や
筆
談
の
唱
和
が
最
も
活
発
に
行
わ
れ
た
と
い
う
点
に
お
い
て
、
こ
の

使
行
の
持
つ
文
化
交
流
の
成
果
は
重
要
で
あ
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。
朴
賛

基
は
、
一
七
六
四
年
の
通
信
使
行
は
両
国
の
交
流
と
日
本
の
人
々
の
対
朝
鮮

観
の
あ
り
方
を
探
る
上
で
一
つ
の
転
換
期
に
な
っ
た
と
分
析
し
て
い
る（

3
）

。
そ

の
中
で
も
注
目
す
べ
き
出
来
事
に
、
朝
鮮
の
製
述
官
や
書
記
と
、
大
坂
を
代

表
す
る
文
人
・
木
村
蒹
葭
堂
を
は
じ
め
と
す
る
蒹
葭
堂
会
の
人
々
の
交
遊
が

あ
る
。
こ
の
交
遊
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
高
橋
博
巳
に
よ
っ
て
多
々
論
じ
ら

れ
て
き
た
。
高
橋
は
論
考
の
中
で
、
通
信
使
の
帰
国
後
、
顔
を
合
わ
せ
た
こ

と
の
な
い
朝
鮮
の
実
学
者
た
ち
が
、
蒹
葭
堂
会
の
人
々
に
つ
い
て
評
価
を
し

た
こ
と
に
注
目
し
て
い
る（

4
）

。
こ
の
朝
鮮
の
実
学
者
た
ち
は
、
中
国
の
先
進
文

明
を
積
極
的
に
受
容
す
る
「
北
学
」
を
振
り
か
ざ
し
た
こ
と
か
ら
「
北
学
派
」

と
も
呼
ば
れ
た
人
々
で
あ
っ
た
。
そ
の
代
表
的
な
人
物
に
、
朴パ
ク
ジ
ウ
ォ
ン

趾
源

（
一
七
三
七
〜
一
八
〇
五
）
や
朴パ
ク

齊ジ
ェ
ガ家

（
一
七
五
〇
〜
一
八
〇
五
）、
李イ

徳ド
ク

懋ム

（
一
七
四
一
〜
一
七
九
三
）、
洪ホ
ン

大デ
ヨ
ン容

（
一
七
三
一
〜
一
七
八
三
）
な
ど
が
い
る
が
、

と
り
わ
け
、
李
徳
懋
と
洪
大
容
は
、
一
七
六
四
年
の
書
記
で
あ
る
成
大
中
や

元
重
擧
と
親
交
が
あ
っ
た（

5
）

。
高
橋
は
、
李
徳
懋
ら
が
蒹
葭
堂
会
に
共
感
し
た

「
風
流
文
雅
」
は
、
朝
鮮
と
日
本
の
隔
た
り
を
超
え
た
も
の
で
あ
る
と
指
摘
し

一
七
六
四
年
の
朝
鮮
通
信
使
か
ら
み
る
庶
孼
文
人

―
―「
蒹
葭
雅
集
図
」
制
作
の
過
程
と
大
坂
文
人
た
ち
と
の
交
遊
―
―

鄭
　
敬
珍

研
究
ノ
ー
ト
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た
。
さ
ら
に
、
中
国
に
使
節
団
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
洪
大
容
ら
に
よ
っ
て
、

蒹
葭
堂
た
ち
の
詩
文
が
中
国
に
伝
わ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
こ
の
一
連
の
交

遊
を
「
東
ア
ジ
ア
の
文
芸
共
和
国
」
の
形
成
と
定
義
し
て
い
る（

6
）

。

　
確
か
に
朝
鮮
通
信
使
と
大
坂
の
文
人
た
ち
の
交
遊
は
、
従
来
の
通
信
使
行

で
は
例
を
見
な
い
出
来
事
で
あ
り
、
交
遊
を
通
し
て
制
作
さ
れ
た
と
さ
れ
る

「
蒹
葭
雅
集
図
」
が
海
を
渡
り
、
後
に
朝
鮮
の
実
学
者
ら
に
よ
っ
て
大
い
に
評

価
さ
れ
た
こ
と
な
ど
を
考
え
る
と
、
高
橋
の
論
考
は
妥
当
と
い
え
る
。
だ
が
、

高
橋
の
定
義
は
、
交
遊
に
参
加
し
た
朝
鮮
側
の
当
事
者
に
焦
点
を
当
て
て
い

る
と
は
言
い
が
た
く
、
海
を
越
え
こ
の
交
遊
を
評
価
し
た
李
徳
懋
、
洪
大
容

ら
を
射
程
に
し
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、
本
稿
は
、

こ
の
交
遊
の
当
事
者
に
注
目
し
、
ど
の
よ
う
な
背
景
や
理
由
に
よ
っ
て

一
七
六
四
年
の
交
遊
が
行
わ
れ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
。
な
ぜ
な
ら
、
交
遊
に
参
加
し
た
朝
鮮
側
の
人
物
の
面
々
や
彼
ら
が
朝
鮮

通
信
使
と
し
て
派
遣
さ
れ
る
前
、
朝
鮮
社
会
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
生
き
方

を
し
て
い
た
の
か
、
彼
ら
の
身
分
を
含
む
社
会
的
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
日
本
の
研
究
分
野
で
は
、
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た

か
ら
で
あ
る（

7
）

。
そ
れ
に
加
え
、
朝
鮮
側
の
製
述
官
や
書
記
が
い
か
に
し
て
、

李
徳
懋
や
洪
大
容
ら
の
北
学
派
の
実
学
者
た
ち
と
関
わ
り
を
持
っ
て
い
た
の

か
に
つ
い
て
も
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
最
終
的
に
は
、
朝
鮮
側
の
人
物
の

「
文
人
」
志
向
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
、
一
七
六
四
年
の
大
坂
で
の
交
遊
を
可

能
に
し
た
、
背
景
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。

　
そ
の
前
提
と
し
て
、
ま
ず
、
双
方
の
「
文
人
」
志
向
に
つ
い
て
、
明
ら
か

に
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
周
知
の
よ
う
に
、
蒹
葭
堂
会
は
、
木
村
蒹
葭

堂
を
中
心
と
し
、
彼
の
書
斎
で
あ
る
蒹
葭
堂
に
様
々
な
層
の
「
文
人
」
が
集

い
、
大
坂
を
代
表
す
る
詩
社
と
な
っ
た（

8
）

。
一
方
で
、
朝
鮮
側
の
人
々
を
考
え

て
み
る
と
、
使
行
中
に
呼
ば
れ
た
「
製
述
官
」
や
「
書
記
」
と
は
臨
時
の
役

名
に
過
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
使
行
に
参
加
す
る
前
、
彼
ら
が
朝
鮮
社
会

に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が

重
要
な
鍵
に
な
る
。
さ
ら
に
、「
蒹
葭
雅
集
図
」
の
制
作
過
程
に
つ
い
て
も
再

考
察
の
余
地
が
あ
る
と
思
わ
れ
る（

9
）

。
以
上
の
よ
う
に
、
本
稿
で
は
、
先
行
研

究
の
成
果
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
朝
鮮
側
の
視
点
に
よ
っ
て
、
考
察
を
進
め
る

こ
と
に
す
る
。

　
こ
の
よ
う
な
問
題
関
心
の
も
と
、
第
一
章
で
は
、
製
述
官
や
書
記
、
高
橋

の
注
目
し
た
実
学
者
た
ち
が
、「
庶
孼
」、
す
な
わ
ち
、
士
大
夫
家
に
生
ま
れ

た
庶
子
の
身
分
で
あ
っ
た
こ
と
に
注
目
し
、
朝
鮮
社
会
の
身
分
制
度
に
お
け

る
「
庶
孼
」
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
実
証
的
な
分
析
を
行
う
。
こ
の
点
に
つ

い
て
考
察
し
た
日
本
に
お
け
る
先
行
研
究
は
、
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
い
の

が
現
状
で
あ
る（

10
）

。
一
方
で
、
十
七
世
紀
以
後
、
文
才
を
持
っ
た
「
庶
孼
」
が

朝
鮮
通
信
使
の
製
述
官
や
書
記
と
し
て
派
遣
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に

焦
点
を
当
て
、
朝
鮮
通
信
使
と
身
分
に
つ
い
て
考
え
る
。
最
後
に
、

一
七
六
四
年
に
製
述
官
や
書
記
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
「
庶
孼
」
が
、
そ
の
文

才
を
活
か
し
多
様
な
人
物
と
詩
社
や
集
い
を
通
し
て
交
遊
し
て
い
た
こ
と
か
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ら
、
本
稿
で
は
、
一
七
六
四
年
の
製
述
官
や
書
記
を
「
庶
孼
文
人
」
と
称
す

る
こ
と
に
す
る
。「
庶
孼
」
と
い
う
身
分
か
ら
彼
ら
の
「
文
人
」
志
向
ま
で
横

断
的
な
考
察
を
加
え
、
一
七
六
四
年
の
交
遊
の
当
事
者
の
面
々
を
明
ら
か
に

す
る
と
同
時
に
、
蒹
葭
堂
会
を
評
価
し
た
朝
鮮
の
実
学
者
と
の
横
の
つ
な
が

り
を
浮
き
彫
り
に
し
た
い
。

　
第
二
章
で
は
、
第
一
章
で
の
考
察
を
踏
ま
え
、
一
七
六
四
年
の
大
坂
で
行

わ
れ
た
交
遊
を
含
め
、
製
述
官
や
書
記
と
日
本
人
と
の
唱
和
の
道
筋
を
よ
り

鮮
明
に
検
証
す
る
。
分
析
方
法
と
し
て
は
、
製
述
官
や
書
記
に
よ
る
使
行
録

の
記
録
に
、
蒹
葭
堂
会
の
一
員
で
僧
侶
の
大
典
が
記
し
た
筆
談
集
『
萍
遇
録（

11
）

』

を
分
析
材
料
と
し
て
取
り
入
れ
、
記
録
を
比
較
分
析
す
る
。

　
先
行
研
究
で
は
、
製
述
官
や
書
記
の
使
行
録
で
は
な
く
、
使
行
団
の
ト
ッ

プ
に
値
す
る
正
使
・
趙ジ
ョ
オ
ム曮

の
使
行
録
『
海
槎
日
記
』
な
ど
が
主
に
取
り
扱
わ

れ
て
い
る（

12
）

。
し
か
し
、
趙
曮
の
『
海
槎
日
記
』
と
、
製
述
官
や
書
記
の
使
行

録
と
で
は
そ
の
内
容
を
異
に
し
て
い
る
。
端
的
に
い
え
ば
、
具
体
的
な
唱
和

ぶ
り
は
も
ち
ろ
ん
、
蒹
葭
堂
会
と
の
交
遊
を
明
ら
か
に
す
る
有
効
な
資
料
と

は
言
い
が
た
い
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
日
本
で
は
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
て

こ
な
か
っ
た
一
七
六
四
年
の
製
述
官
・
南ナ
ン
オ
ク玉

の
『
日
観
記
』
を
軸
に
据
え
、

書
記
の
成ソ
ン

大デ
ジ
ュ
ン中

の
『
日
本
録
』、
元
ウ
ォ
ン

重ジ
ュ
ン
ゴ擧

の
『
乗
槎
録
』、
金キ
ム

仁イ
ン

謙キ
ョ
ムの

『
日
東

壮
遊
歌
』
な
ど
を
主
な
資
料
と
し
て
取
り
上
げ
る
。
と
り
わ
け
、
江
戸
に
向

か
う
前
と
帰
路
の
大
坂
を
中
心
に
記
録
を
時
系
列
で
追
う
。
厳
密
に
い
え
ば
、

同
じ
大
坂
で
の
記
録
と
は
い
え
、
江
戸
に
向
か
う
前
と
帰
路
と
で
は
、
そ
の

内
容
の
性
格
が
異
な
っ
て
い
る
。
江
戸
に
向
か
う
前
の
大
坂
で
の
記
録
か
ら

は
、
お
び
た
だ
し
い
筆
談
唱
和
の
雰
囲
気
が
窺
え
、
通
信
使
の
役
割
に
即
し

た
記
録
が
多
く
見
ら
れ
る
。
一
方
、
帰
路
で
の
記
録
は
、
通
信
使
の
一
員
・

崔
天
宗
が
対
馬
の
鈴
木
伝
蔵
に
よ
り
殺
害
さ
れ
る
事
件
が
発
生
し
た
こ
と
か

ら
、
そ
の
内
容
が
一
変
し
、
事
件
の
収
拾
過
程
を
中
心
に
記
録
し
て
い
る
。

だ
が
、
こ
こ
に
『
萍
遇
録
』
の
記
録
を
加
え
る
こ
と
で
、「
蒹
葭
雅
集
図
」
の

制
作
過
程
や
交
遊
ぶ
り
が
読
み
取
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
そ
の

性
格
を
異
に
し
て
い
る
様
々
な
記
録
を
同
時
に
取
り
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

通
信
使
の
側
面
と
「
庶
孼
文
人
」
と
し
て
の
側
面
、
両
方
を
検
討
す
る
こ
と

が
で
き
、
さ
ら
に
は
、
交
遊
の
具
体
相
や
「
蒹
葭
雅
集
図
」
の
制
作
過
程
が

よ
り
鮮
明
に
な
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
庶
孼
・
文
人
・
通
信
使
と
い
っ
た
三
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド

を
中
心
と
す
る
多
角
的
な
考
察
を
通
し
て
、
ま
だ
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い

一
七
六
四
年
の
大
坂
で
行
わ
れ
た
両
国
文
人
に
よ
る
交
遊
の
有
様
や
そ
れ
を

可
能
に
し
た
背
景
や
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

　

第
一
章
　「
庶
孼
」
を
読
み
解
く

　
こ
こ
で
は
、
身
分
と
い
う
社
会
的
位
置
づ
け
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
。
ま

ず
、
朝
鮮
社
会
に
お
け
る
庶
孼
（
ソ
オ
ル
： 

庶
子
）
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
、

朝
鮮
王
朝
実
録
の
記
録
を
中
心
に
検
証
し
た
い
。
そ
の
上
で
、
庶
孼
の
置
か
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れ
た
社
会
的
事
情
や
彼
ら
の
文
才
が
、
朝
鮮
通
信
使
と
し
て
派
遣
さ
れ
る
上

で
大
き
な
き
っ
か
け
と
な
っ
た
こ
と
に
注
目
す
る
。
さ
ら
に
は
、「
庶
孼
」
が
、

詩
社
を
結
成
す
る
、
あ
る
い
は
、
文
才
を
持
っ
た
文
人
同
士
の
集
い
に
加
わ

る
こ
と
で
培
っ
た
文
人
志
向
に
つ
い
て
考
え
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な

「
文
人
」
志
向
を
好
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
一
七
六
四
年
の
製
述
官
・
南
玉
や
三

書
記
の
成
大
中
、
元
重
擧
、
金
仁
謙
を
総
じ
て
「
庶
孼
文
人
」
と
名
付
け
、

考
察
を
進
め
た
い
。
そ
の
上
で
、
一
七
六
四
年
の
「
庶
孼
文
人
」
の
面
々
や

そ
の
交
遊
関
係
を
分
析
し
、
文
化
交
流
の
担
い
手
で
あ
っ
た
庶
孼
文
人
の
一

側
面
を
明
ら
か
に
す
る
。

（
一
）
庶
孼
、
世
襲
さ
れ
た
差
別

　
三
宅
英
利
は
、『
近
世
の
日
本
と
朝
鮮
』
の
中
で
、「
朝
鮮
官
民
の
日
本
観
」

を
探
る
た
め
、
そ
の
対
象
を
階
級
・
立
場
・
学
問
の
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分

類
し
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
日
本
観
の
本
質
を
探
る
た
め
に
は
主
張
者
の

社
会
的
な
性
格
を
捉
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
た
め
、
と
述
べ
て
い
る
。
そ

の
一
部
を
引
用
し
た
い
。

第
一
グ
ル
ー
プ
は
、
廟
堂
に
あ
た
る
上
級
官
僚
群
で
あ
る
。
彼
ら
の
多

く
は
日
本
人
に
接
す
る
機
会
が
な
く
、
日
本
に
関
す
る
多
く
の
典
籍
・

史
書
を
読
み
、
交
渉
資
料
を
見
た
り
、
帰
国
し
た
通
信
使
よ
り
聞
き
取
っ

た
り
し
て
い
た
。
第
二
グ
ル
ー
プ
は
、
直
接
に
日
本
に
使
行
し
た
通
信

使
の
一
行
で
あ
る
。
彼
ら
は
日
本
人
に
接
し
て
の
単
な
る
印
象
、
感
情

か
ら
、
莫
大
な
量
に
達
す
る
日
本
の
情
報
、
そ
れ
も
政
治
、
経
済
、
軍
事
、

法
制
、
社
会
、
文
化
、
習
俗
に
い
た
る
ま
で
を
集
め
た
。
そ
の
記
録
の

な
か
に
は
観
察
の
み
の
も
の
も
あ
れ
ば
、
鋭
い
判
断
も
あ
る
が
、
そ
れ

ら
は
す
べ
て
日
本
観
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
、
も
っ
と
も
豊
富
で
鮮
烈
な

も
の
で
あ
っ
た
。
第
三
グ
ル
ー
プ
は
、
民
間
の
学
者
た
ち
で
あ
る
。
と

り
わ
け
、
実
学
者
と
称
さ
れ
る
人
た
ち
は
、
朝
鮮
の
現
状
を
批
判
し
、

実
利
更
生
を
考
え
た
だ
け
に
、
外
交
に
も
新
し
い
見
識
を
も
っ
て
お
り
、

日
本
に
対
し
て
も
冷
静
で
客
観
的
な
認
識
の
必
要
を
唱
え
た（

13
）

。

　
本
稿
で
主
に
取
り
上
げ
る
の
は
、
三
宅
に
よ
る
分
類
の
第
二
グ
ル
ー
プ
と

第
三
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
、
通
信
使
と
実
学
者
で
あ
る
。
こ
こ
で
想
起
す
べ

き
は
、
通
信
使
や
実
学
者
と
は
、
彼
ら
の
身
分
で
も
な
け
れ
ば
、
彼
ら
の
生

業
で
も
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
製
述
官
の
南
玉
は
、
派
遣
さ

れ
る
ま
で
官
職
に
つ
い
て
い
な
か
っ
た
。
書
記
の
成
大
中
や
元
重
擧
、
金
仁

謙
や
北
学
派
の
一
員
で
、
後
に
「
蒹
葭
雅
集
図
」
に
つ
い
て
評
価
し
た
と
さ

れ
る
実
学
者
・
李
德
懋
も
、
い
わ
ゆ
る
、
文
官
で
は
な
く
、
生
涯
「
貧
し
さ
」

に
苦
し
ん
だ
。
彼
ら
に
共
通
す
る
点
は
、「
庶
孼
」
の
身
分
で
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、「
庶
孼
」
と
は
何
か
、「
庶
孼
」
と
本
稿
で
考
察
す

る
通
信
使
と
は
、
ど
の
よ
う
な
関
わ
り
を
持
っ
て
い
る
の
か
、
と
い
う
点
を

述
べ
た
い
。
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ま
ず
、「
庶
孼
」
を
考
え
る
上
で
、
朝
鮮
社
会
に
お
け
る
「
庶
孼
」
の
特
異

性
を
理
解
す
る
た
め
、
朝
鮮
社
会
の
身
分
制
度
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。

一
三
九
二
年
か
ら
一
九
一
〇
年
ま
で
の
五
一
八
年
間
続
い
た
朝
鮮
王
朝
時
代

は
、
江
戸
時
代
と
同
様
に
封
建
社
会
の
中
、
厳
格
な
身
分
制
度
が
設
け
ら
れ

て
い
た
。
朝
鮮
社
会
の
身
分
制
度
の
根
幹
を
な
し
た
の
は
、「

賤
」、
す
な

わ
ち
、
文
武
両
班
も
し
く
は
士
大
夫
に
値
す
る
両
班
と
賤
民
の
区
分
で
あ
る
。

時
代
が
下
っ
て
い
く
に
つ
れ
身
分
の
分
化
が
見
ら
れ
た
と
す
る
が
、
十
六
世

紀
以
後
に
は
、
両
班
と
中
人
・
商
民
・
賤
民
の
区
別
が
な
さ
れ
て
い
た（

14
）

。

　
で
は
、「
庶
孼
」
と
は
朝
鮮
社
会
の
身
分
制
度
の
中
で
、
ど
の
よ
う
な
位
置

づ
け
を
有
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
簡
単
に
い
え
ば
、「
庶
孼
」
は
両
班
の
父

親
と
賤
民
の
妾
の
間
で
生
ま
れ
た
子
孫
の
こ
と
を
指
す
。
そ
の
場
合
、
母
親

で
は
な
く
父
親
に
従
っ
て
、
庶
孼
の
身
分
は
両
班
に
属
す
る
も
の
の
、
嫡
子

と
厳
格
に
区
別
さ
れ
る
「
制
度
的
差
別
」
を
強
い
ら
れ
て
い
た
。「
制
度
的
差

別
」
と
は
、
朝
鮮
の
国
法
『
経
国
大
典
』
の
成
立
当
時
か
ら
庶
孼
へ
の
差
別

が
明
文
化
さ
れ
、
そ
れ
が
朝
鮮
時
代
の
末
期
ま
で
続
い
た
こ
と
を
い
う
。
そ

の
主
な
内
容
は
、「
庶
孼
禁
錮
」
と
称
さ
れ
る
も
の
で
、
科
挙
と
呼
ば
れ
る
官

職
に
つ
く
た
め
の
試
験
を
受
け
る
機
会
の
剥
奪
や
、
清
要
職
へ
の
任
命
禁
止

な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
。「
庶
孼
禁
錮
」
は
、
朝
鮮
の
三
代
国
王
太
宗
の
時
代

で
あ
る
一
四
一
五
年
か
ら
議
論
さ
れ
、
間
も
な
く
導
入
さ
れ
た
と
い
う
。
そ

の
内
容
を
記
録
か
ら
確
認
し
た
い
。

各
品
庶
孽
子
孫
、
不
任
顕
官
職
事
、
以
別
嫡
妾
之
分
。

（
各
品
の
庶
孽
子
孫
は
顕
官
〔
地
位
の
高
い
官
職
〕
や
職
事
に
任
命
し
な
い
こ

と
に
よ
っ
て
、
嫡
妻
と
妾
を
区
分
す
る
。）

（『
朝
鮮
王
朝
実
録
』
太
宗
十
四
年
（
一
四
一
五
）
六
月
二
十
五
日
）

庶
孽
子
孫
、
勿
許
赴
文
科
生
員
進
士
試
。

（
庶
孽
の
子
孫
に
は
、文
科〔
文
官
登
用
の
た
め
の
試
験
〕や
生
員
・
進
士
試〔
成

均
館
入
学
の
資
格
が
与
え
ら
れ
る
試
験
〕
に
赴
く
こ
と
を
許
し
て
は
い
け
な

い
。）

（『
経
国
大
典
』
禮
典
、
諸
科
条
）

　
さ
ら
に
、
一
五
五
四
年
の
『
経
国
大
典
註
解
』
の
中
で
、
庶
孽
子
孫
の
解

釈
が
「
子
子
孫
孫
」
と
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
庶
孼
の
射
程
は
、
両
班
の

父
親
と
良
民
か
賤
民
の
母
親
（
妾
）
の
間
で
生
ま
れ
た
一
個
人
に
と
ど
ま
ら
ず
、

そ
の
子
孫
の
代
々
ま
で
に
及
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
科
挙
は
、
身
分
と
関
係
な

く
能
力
が
重
視
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
科
挙
に
お
け

る
こ
の
よ
う
な
差
別
は
な
ぜ
存
在
し
た
か
。

（
キ
ム
キ
ョ
ン
ヨ
ン
）
は
、

科
挙
を
通
し
て
検
証
さ
れ
る
べ
き
能
力
の
根
源
が
「
徳
」
に
あ
る
こ
と
や
、

「
徳
」
が
適
用
さ
れ
る
人
間
関
係
の
土
台
が
、
夫
婦
倫
理
に
基
づ
い
て
い
る
と

い
う
認
識
が
そ
の
背
景
に
あ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る（

15
）

。

　
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
庶
孼
身
分
の
世
襲
化
が
進
む
に
つ
れ
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様
々
な
問
題
が
起
こ
っ
た
。
深
刻
な
の
は
、
庶
孼
の
数
が
増
加
し
て
い
っ
た

と
い
う
点
で
あ
る
。

（
キ
ム
キ
ョ
ン
ス
ク
）
は
、
限
ら
れ
た
官
職
の
数

を
め
ぐ
り
、
そ
の
既
得
権
を
握
っ
て
い
る
士
大
夫
が
、
新
興
士
大
夫
の
増
加

を
抑
え
よ
う
と
し
た
た
め
で
あ
る
と
そ
の
理
由
を
分
析
し
て
い
る（

16
）

。
し
か
し
、

庶
孼
の
増
加
は
、
結
果
的
に
差
別
撤
廃
を
求
め
る
人
の
増
加
に
つ
な
が
り
、

時
代
が
下
っ
て
い
く
に
つ
れ
、「
庶
孼
禁
錮
」
の
撤
廃
を
求
め
る
動
き
も
拡
大

し
た
。「
庶
孼
禁
錮
」が
導
入
さ
れ
百
年
以
上
が
経
っ
た
明
宗
十
年（
一
五
五
五
）

頃
、「
庶
孼
禁
錮
」
を
緩
和
し
、
よ
う
や
く
庶
孼
に
科
挙
の
機
会
を
与
え
る
こ

と
を
認
め
る
、
す
な
わ
ち
、「
庶
孼
許
通
」
に
関
す
る
議
論
が
は
じ
ま
る
。
た

だ
し
、
そ
の
内
容
を
見
て
み
る
と
、「
母
と
祖
母
の
代
に
身
分
の
問
題
が
な
い

場
合
に
限
っ
て
」
と
制
限
が
置
か
れ
、
実
質
的
「
庶
孼
許
通
」
に
は
至
ら
な

か
っ
た
。
翌
年
の
一
五
五
六
年
の
記
録
か
ら
も
、
そ
の
内
容
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

庶
孽
許
通
事
目
內
、
良
妾
子
至
孫
許
通
應
赴
試
者
、
其
母
及
其
祖
母
邊

良
籍
幷
考
覈
、〔
中
略
〕
若
幷
考
祖
母
所
出
之
地
、
皆
無
痕
咎
然
後
許
赴
、

則
應
赴
者
十
無
一
人
、
似
非
許
通
庶
孽
本
意
。

（
庶
孽
許
通
事
目
の
内
容
に
、
良
妾
の
子
は
孫
代
に
至
り
、
赴
試
に
応
じ
る
こ

と
を
許
通
す
る
場
合
は
、
そ
の
母
及
び
祖
母
辺
の
良
籍
〔
良
民
の
戸
籍
〕
を

並
び
に
考
覈
〔
考
え
調
べ
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
〕
す
る
。〔
中
略
〕
並
び
に

祖
母
の
出
生
ま
で
考
慮
し
、
す
べ
て
に
痕
咎
が
な
い
と
わ
か
っ
た
後
に
赴
試

を
許
す
な
ら
ば
、
赴
試
に
応
じ
る
人
は
十
人
に
一
人
も
い
な
い
た
め
、
こ
れ

は
庶
孽
を
許
通
す
る
本
意
で
は
な
い
。）

（『
朝
鮮
王
朝
実
録
』
明
宗
十
一
年
（
一
五
五
六
）
二
月
四
日
）

　
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
約
百
年
が
経
過
し
、「
庶
孽
許
通
」
が
改
め
て
発
令
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

申
明
庶
孽
許
通
後
赴
科
之
法
。

（
庶
孽
を
許
通
し
た
後
に
、
科
挙
に
赴
く
よ
う
に
す
る
と
い
う
法
を
は
っ
き
り

表
明
す
る
。）

（『
顕
宗
改
修
実
録
』
顕
宗
一
年
（
一
六
六
〇
）
一
月
十
一
日
）

　「
庶
孼
許
通
」
を
求
め
る
訴
え
は
、
二
十
一
代
王
・
英
祖
や
二
十
二
代
王
・

正
祖
の
時
代
に
入
っ
て
か
ら
最
も
激
し
く
な
っ
た
と
さ
れ
る（

17
）

。
そ
の
や
り
方

と
し
て
は
、
主
に
、
国
王
に
庶
孼
差
別
へ
の
不
当
を
訴
え
る
上
疏
を
呈
す
る

形
で
行
わ
れ
た
。『
朝
鮮
王
朝
実
録
』
に
よ
る
と
、
例
え
ば
、
英
祖
即
位
年

（
一
七
二
四
）
十
二
月
十
七
日
に
は
「
窮
人
抱
冤
〔
貧
民
が
怨
恨
を
抱
く
〕」
と

い
う
四
文
字
の
紙
を
抱
え
た
二
六
〇
人
が
上
疏
を
呈
し
た
と
い
う
。
だ
が
、

依
然
と
し
て
、
庶
孼
許
通
は
実
現
さ
れ
ず
、
二
十
四
代
王
・
憲
宗
十
四
年

（
一
八
四
八
）
十
一
月
八
日
の
記
録
に
よ
る
と
、
京
外
儒
生
李
鎭
宅
等
八
千
人
、

上
疏
請
庶
流
疏
通
（
京
外
の
儒
生
、
李
鎭
宅
な
ど
の
八
千
人
が
上
疏
し
、
庶
流
の
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疏
通
を
請
う
。）
な
ど
、
十
九
世
紀
半
ば
ま
で
庶
流
の
疏
通
を
求
め
る
動
き
は

絶
え
な
か
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
こ
で
英
祖
八
年
（
一
七
三
二
）
に
文
臣
、

趙ゾ
ジ
ン鎭
世セ

が
上
疏
し
た
内
容
を
見
て
み
る
。

官
人
而
不
問
能
否
、
惟
視
門
閥
、
實
我
國
之
痼
弊
。
士
夫
不
必
皆
賢
、

庶
孽
不
必
皆
不
肖
、
部
官
亦
靳
與
、
則
爲
庶
孽
者
、
寧
不
窮
且
隘
乎
、

請
隨
才
收
録
、
俾
無
向
隅
之
歎
。

（
人
に
官
を
授
け
る
の
に
そ
の
能
力
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
た
だ
門
閥
だ
け

を
重
視
す
る
の
は
、
実
に
我
が
国
の
弊
害
で
あ
る
。
士
大
夫
で
も
必
ず
し
も

皆
が
賢
い
わ
け
で
は
な
く
、
庶
孽
が
必
ず
し
も
皆
劣
る
わ
け
で
は
な
い
の
に
、

部
官
の
職
を
与
え
る
の
を
恨
む
の
で
あ
れ
ば
、
庶
孽
に
な
っ
た
者
は
、
ど
う

し
て
行
き
詰
ま
ら
な
い
で
い
ら
れ
よ
う
。
才
に
従
っ
て
收
録
し
、〔
彼
ら
を
〕

隅
で
嘆
か
せ
な
い
こ
と
を
請
う
。）

（『
朝
鮮
王
朝
実
録
』
英
祖
八
年
（
一
七
三
二
）
二
月
十
二
日
） 

　
そ
の
後
、
英
祖
二
十
三
年
（
一
七
四
七
）
に
な
っ
て
よ
う
や
く
、
中
人
と
庶

孽
は
生
員
と
進
士
に
登
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
正
祖
即
位
年（
一
七
七
六
）

に
、
王
室
の
図
書
館
兼
研
究
機
関
で
あ
る
奎ギ
ュ
ジ
ャ
ン
ガ
ク

章
閣
が
設
置
さ
れ
る
と
、
正
祖

三
年
（
一
七
七
九
）
に
初
め
て
、
李
徳
懋
、
朴
齊
家
、

得ヅ

恭コ
ン

（
一
七
四
八
〜

一
八
〇
七
）、
徐ソ

理イ

修ス

（
一
七
四
九
〜
一
八
〇
二
）
な
ど
、
文
才
の
あ
る
庶
孽
が

検
書
官
と
呼
ば
れ
る
、
書
籍
の
校
正
及
び
書
寫
を
す
る
職
に
登
用
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た（

18
）

。
だ
が
、
検
書
官
は
従
七
品（

19
）

の
下
級
雑
職
に
当
た
る
。
こ
の
こ

と
は
、
十
八
世
紀
後
半
に
な
っ
て
も
庶
孽
に
対
す
る
差
別
が
続
い
て
い
た
こ

と
を
物
語
っ
て
い
る
。『
朝
鮮
王
朝
実
録
』
以
外
か
ら
も
、
庶
孽
を
取
り
巻
く

制
度
的
差
別
に
つ
い
て
論
じ
た
記
録
を
確
認
で
き
る
。
本
稿
で
取
り
扱
う

一
七
六
四
年
の
通
信
使
書
記
の
成
大
中
は
『
青
城
雑
記
』
で

英
廟
壬

、
始
通
清
職
、
然
朝
議

也
、

之
五
年
而

閼

（
英
祖
、
壬

年
〔
一
七
七
二
〕
に
〔
庶
孽
を
〕
清
職
に
登
用
す
る
道
が
開
か

れ
た
が
、
朝
廷
の
議
論
が
好
ま
ず
、
五
年
行
わ
れ
た
後
に
ま
た
そ
の
道
は
閉

ざ
さ
れ
た
）

（
成
大
中
『
青
城
雑
記
』
巻
四
、「
醒
言
」）

と
記
録
し
た
。
成
大
中
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
国
王
が
庶
孼
許
通
を
決
め

て
も
、
朝
廷
の
議
論
、
す
な
わ
ち
、
士
大
夫
に
よ
っ
て
阻
ま
れ
て
し
ま
う
よ

う
な
状
態
が
続
い
た
と
い
え
る
の
だ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
、
庶
孽
の
差
別
に
は
、
科
挙
や
任
職
の
問
題
以
外
に
も
、
相
続
や

家
を
継
ぐ
こ
と
の
困
難
さ
や
自
分
の
親
を
父
母
と
呼
ぶ
こ
と
の
で
き
な
い
と

い
っ
た
問
題
な
ど
が
あ
っ
た
。
前
者
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
正
祖
二
年

（
一
七
七
八
）
に
全
国
の
庶
孽
儒
生
三
二
七
二
人
が
上
疏
を
し
（『
朝
鮮
王
朝
実

録
』
正
祖
二
年
（
一
七
七
八
）
八
月
一
日
）、
後
者
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
朝
鮮

後
期
を
代
表
す
る
実
学
者
、
丁ジ
ョ
ン
ヤ
ク
ヨ
ン

若
鏞
（
一
七
六
二
〜
一
八
三
六
）
と
朴パ
ク
ジ
ウ
ォ
ン

趾
源
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（
一
七
三
七
〜
一
八
〇
五
）
が
著
書
の
中
で
論
じ
て
い
る（

20
）

。

　
朝
鮮
社
会
に
お
け
る
庶
孼
の
位
置
づ
け
に
お
い
て
明
ら
か
で
あ
る
の
は
、

三
百
年
以
上
も
の
長
い
間
、
庶
孼
は
代
々
に
世
襲
さ
れ
た
制
度
的
差
別
を
強

い
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
科
挙
に
合
格
で
き
る
ほ
ど
の
優
れ
た

文
才
を
有
し
て
い
た
と
し
て
も
、
庶
孼
は
朝
鮮
社
会
の
身
分
秩
序
か
ら
は
み

出
し
た
特
殊
な
階
層
で
あ
っ
た
。「
庶
孽
禁
錮
」
の
保
持
は
、
国
王
や
国
法
に

よ
る
も
の
と
い
う
よ
り
、
既
得
権
を
持
っ
た
士
大
夫
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
血
縁
に
頼
ら
な
い
傾
向
の
あ
る
日
本
近
世
の
社
会
と

は
異
な
り
、
朝
鮮
社
会
に
お
け
る
庶
孼
は
、
嫡
子
と
い
う
正
統
性
を
重
ん
じ

る
社
会
背
景
と
、
限
ら
れ
た
官
職
を
取
り
巻
く
両
班
「
家
（

・
ガ
）」
の

「
生
計
」
問
題
が
相
ま
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
以
上
の
よ
う
に
、

朝
鮮
社
会
に
お
け
る
「
庶
孽
」
身
分
を
取
り
巻
く
社
会
的
情
勢
や
そ
の
特
殊

性
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
こ
れ
ま
で
日
本
で
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
て
こ
な

か
っ
た
朝
鮮
の
「
庶
孽
」
身
分
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
は
、
後
述
す
る

「
庶
孽
」
と
朝
鮮
通
信
使
と
の
関
係
お
よ
び
、
一
七
六
四
年
の
両
国
文
人
に
よ

る
交
遊
を
考
え
る
上
で
重
要
な
手
が
か
り
と
な
る
。

（
二
）
朝
鮮
通
信
使
に
お
け
る
庶
孼
の
位
置
づ
け

　
庶
孼
の
社
会
的
位
置
づ
け
は
、
朝
鮮
通
信
使
と
し
て
「
文
才
」
を
発
揮
す

る
こ
と
と
、
ど
の
よ
う
な
関
わ
り
を
持
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
一
七
六
四

年
の
通
信
使
か
ら
見
る
と
、「
名
門
」
庶
孼
一
家
と
し
て
、
そ
の
文
才
で
知
ら

れ
る
、
書
記
・
成
大
中
の
家
の
よ
う
に
、
代
々
通
信
使
と
し
て
派
遣
さ
れ
る

一
族
も
存
在
し
た（

21
）

。
一
方
で
、
南
玉
、
元
重
擧
、
金
仁
謙
は
、
文
才
に
よ
っ

て
通
信
使
に
選
ば
れ
、
帰
国
後
は
郡
守
や
県
監
な
ど
下
級
で
は
あ
れ
、
一
定

の
管
理
職
に
つ
く
こ
と
が
で
き
た
。

　
ま
ず
、
朝
鮮
通
信
使
全
般
に
お
い
て
庶
孼
の
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
考

え
て
み
た
い
。
通
信
使
の
中
で
「
文
才
」
を
持
っ
た
庶
孼
に
求
め
ら
れ
た
役

割
は
、
製
述
官
と
書
記
で
あ
っ
た
。
仕
事
の
内
容
と
し
て
は
、
為
政
者
集
団

や
学
者
な
ど
日
本
の
随
所
で
出
会
う
人
々
と
漢
文
を
用
い
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
李
元
植
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
と
り
わ
け
、

十
七
世
紀
以
降
、
通
信
使
の
役
割
が
政
治
的
・
外
交
的
な
も
の
か
ら
次
第
に
、

文
化
交
流
へ
と
そ
の
重
点
が
移
っ
て
い
っ
た
と
い
う
外
部
的
要
因
も
働
い
た

た
め
、
製
述
官
・
書
記
の
役
割
は
、
十
七
世
紀
以
後
、
重
要
性
を
増
し
て

い
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
る（

22
）

。

　
製
述
官
と
は
、
第
七
回
の
一
六
八
二
年
の
使
行
か
ら
正
式
に
使
わ
れ
た
名

称
で
、
そ
れ
ま
で
は
、
学
官
や
吏
文
学
官
、
読
祝
官
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

書
記
の
場
合
は
、
第
六
回
目
の
一
六
五
五
年
か
ら
本
格
的
に
派
遣
さ
れ
、

一
七
一
一
年
の
使
行
か
ら
は
、
三
人
へ
と
増
員
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ

こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
製
述
官
と
三
書
記
の
ほ
と
ん
ど
が
、
庶
孼
の
身
分
で

あ
っ
た
こ
と
で
あ
る（

23
）

。
言
う
ま
で
も
な
く
、
そ
れ
を
可
能
に
し
た
の
は
、
先

述
の
通
り
、
庶
孼
の
「
文
才
」
で
あ
り
、
製
述
官
や
書
記
は
、
両
国
の
文
化

交
流
を
担
う
存
在
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
庶
孼
の
使
行
参
加
に
つ
い
て
、
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（
キ
ム
キ
ョ
ン
ス
ク
）
は
、
庶
孼
は
商
業
や
農
業
に
つ
く
こ
と
も
で

き
ず
、「
文
」
が
唯
一
力
を
発
揮
で
き
る
世
界
で
あ
っ
た
と
分
析
し
た
上
で
、

士
大
夫
が
製
述
官
や
書
記
職
を
忌
避
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
こ
と
も
一
つ
の
背

景
と
し
て
作
用
し
た
と
述
べ
て
い
る（

24
）

。
こ
の
よ
う
に
、
英
祖
時
代
（
一
七
二
四

〜
一
七
七
六
）
か
ら
人
材
登
用
に
あ
た
っ
て
、
能
力
の
あ
る
庶
孼
に
も
官
職
に

つ
く
機
会
が
以
前
よ
り
多
く
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
は
い
え
、
科
挙

に
合
格
し
て
も
顕
官
に
つ
く
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
庶
孼
文
人
に
と
っ
て
、

朝
鮮
通
信
使
の
製
述
官
や
書
記
と
い
う
役
割
は
、
数
少
な
い
選
択
肢
の
一
つ

で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
製

述
官
や
書
記
と
し
て
日
本
に
赴
い
た
当
時
の
庶
孼
の
認
識
に
つ
い
て
は
、
よ

り
詳
細
な
検
証
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

（
三
）
一
七
六
四
年
の
庶
孼
文
人
と
交
友
関
係

　
こ
こ
か
ら
は
、
実
際
に
一
七
六
四
年
の
通
信
使
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
製
述

官
・
南
玉
と
三
書
記
・
成
大
中
、
元
重
擧
、
金
仁
謙
に
光
を
当
て
、「
庶
孼
」

と
し
て
の
彼
ら
の
生
き
方
や
、「
庶
孼
文
人
」
の
一
面
に
注
目
し
な
が
ら
、
彼

ら
の
交
友
関
係
と
共
通
点
を
探
る
。

　
製
述
官
・
南
玉
（
一
七
二
二
〜
一
七
七
〇
）

　
字
は
時
韞
、
号
は
秋
月
。
祖
父
の
南ナ
ン
ソ
ク晳

と
父
の
南ナ
ン
ド
ヒ
ョ
ク

道
赫
と
も
に
進
士
を
務

め
た
。
相
曾
の
代
か
ら
庶
孼
の
系
統
と
な
っ
た
と
い
う
。
文
才
に
長
け
た
も

の
の
非
常
に
貧
し
か
っ
た
と
さ
れ
、
三
十
二
歳
の
一
七
四
六
年
に
は
、
科
挙

を
受
け
る
士
大
夫
の
子
孫
を
相
手
に
売
文
を
し
た
こ
と
を
理
由
に
流
刑
さ
れ
、

そ
の
翌
年
、
赦
免
さ
れ
た（

25
）

。『
朝
鮮
王
朝
実
録
』
に
は
南
玉
の
売
文
に
関
す
る

記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。

國
家
得
人
之
道
專
在
科
擧
。
而
近
來
士
子
不
讀
書
而
事
僥
倖
故
、
一
種

賣
文
之
徒
誤
人
甚
多
。〔
中
略
〕
如
南
玉
、
朴
師
灝
、
申
嶷
之
類
皆
以
賣

文
得
名
、
此
輩
宜
遠
地
定
配
也
。

（
国
家
が
人
材
を
得
る
道
と
は
、
も
っ
ぱ
ら
科
挙
に
あ
る
。
し
か
し
、
近
頃
、

士
の
子
孫
が
読
書
を
せ
ず
、
僥
倖
な
こ
と
に
専
念
す
る
た
め
、
一
種
の
文
を

売
る
徒
が
人
を
過
つ
こ
と
が
非
常
に
多
い
。〔
中
略
〕
南
玉
、
朴パ

ク
サ
ホ

師
灝
、
申シ
ン
ウ
ィ嶷

の
よ
う
な
者
は
み
な
、
文
を
売
る
こ
と
に
よ
っ
て
名
を
得
た
。
こ
の
輩
は
遠

く
に
定
配
〔
流
刑
〕
さ
せ
た
ほ
う
が
よ
い
。）

（『
朝
鮮
王
朝
実
録
』
英
祖
二
十
二
年
（
一
七
四
六
）
三
月
二
十
七
日
）

　
こ
の
記
録
か
ら
は
、
十
八
世
紀
半
ば
の
朝
鮮
社
会
で
科
挙
が
本
来
の
趣
旨

を
失
い
つ
つ
あ
る
こ
と
も
わ
か
る
。
こ
こ
に
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
朴
師
灝
、

申
嶷
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
取
り
上
げ
た
、
英
祖
即
位
年
（
一
七
二
四
）
十
二

月
十
七
日
の
『
朝
鮮
王
朝
実
録
』
か
ら
見
た
庶
孼
二
六
〇
人
の
上
疏
に
参
加

し
て
い
た
庶
孼
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
王
命
の
出
納
を
司
掌
し
た
機
関
、
承

政
院
で
作
成
さ
れ
た
毎
日
の
記
録
で
あ
る
『
承
政
院
日
記
』
の
同
日
の
記
録
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か
ら
も
確
認
で
き
る
。
と
こ
ろ
で
、
南
玉
は
、
科
挙
に
応
じ
る
士
大
夫
の
子

弟
に
文
を
売
っ
た
こ
と
で
流
刑
に
さ
れ
た
。
こ
こ
で
、
も
う
一
人
、
す
で
に

取
り
上
げ
た
李
徳
懋
の
記
録
に
も
触
れ
て
お
き
た
い
。
李
徳
懋
は
、『
古
芸
堂

筆
記
』
の
中
で
自
ら
を
補
破
詩
匠
（
破
れ
た
詩
章
を
直
す
者
）
と
名
乗
っ
て
い

た（
26
）

。
同
時
代
を
生
き
た
庶
孼
文
人
の
代
表
格
で
あ
る
二
人
の
記
録
か
ら
、
売

文
は
、
漢
陽
（
今
の
ソ
ウ
ル
）
と
い
う
都
市
に
生
き
、
商
業
や
農
業
に
従
事
す

る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
庶
孼
に
と
っ
て
、
生
計
の
手
段
で
あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
る
。

　
次
に
、
南
玉
の
交
友
関
係
を
把
握
し
た
い
。
使
行
の
翌
年
で
あ
る

一
七
六
五
年
六
月
十
八
日
の
『
朝
鮮
王
朝
実
録
』
は
、
次
の
よ
う
に
記
録
し

て
い
る
。

鳳
漢
又
薦
李
鳳
煥
、
南
玉
、
成
大
中
爲
庶
流
中
人
才
、
請
次
第
調
用
。

（
鳳
漢
〔
洪
鳳
漢
〕
が
ま
た
、
李
鳳
煥
、
南
玉
、
成
大
中
は
庶
流
〔
庶
孼
〕
の

中
の
人
材
で
あ
る
と
薦
め
て
い
る
。
順
に
登
用
す
る
よ
う
請
う
。）

（『
朝
鮮
王
朝
実
録
』
英
祖
四
十
一
年
（
一
七
六
五
）
六
月
十
八
日
）

　
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
二
人
の
人
物
が
李イ
ボ
ン
フ
ァ
ン

鳳
煥
と
洪ホ
ン

鳳ボ
ン
ハ
ン漢

で
あ
る
。
ま
ず
、

李
鳳
煥
（
？
〜
一
七
七
〇
）
は
、
庶
孼
身
分
で
、
南
玉
が
参
加
し
た
使
行
の
前

回
に
当
た
る
一
七
四
八
年
の
使
行
に
書
記
と
し
て
参
加
し
た
。
と
り
わ
け
、

南
玉
と
は
親
交
が
深
か
っ
た
と
い
わ
れ
る（

27
）

。「
鳳
煥
体
」
と
呼
ば
れ
る
詩
文
体

の
先
駆
者
で
も
あ
っ
た
李
鳳
煥
に
つ
い
て
は
、
同
時
代
の
学
者
で
あ
る

奎ギ
ュ

象サ
ン

（
一
七
二
七
〜
一
七
九
九
）
が
執
筆
し
た
人
物
誌
『
幷
世
才
彦
録
』
の
「
文

苑
録
」
の
中
に
記
録
が
あ
る
。

李
鳳
煥

所
謂
椒
林
一
隊
、
莫
不
景
従
於
鳳
煥
體
。

（
い
わ
ゆ
る
、
椒
林
〔
庶
孼
を
卑
俗
に
呼
ぶ
言
〕
の
人
々
の
中
で
、
鳳
煥
体
を

慕
わ
な
い
も
の
、
従
わ
な
い
も
の
は
い
な
か
っ
た
。）

　
こ
の
二
人
の
文
才
を
評
価
し
、
英
祖
に
「
庶
流
の
文
才
」
の
登
用
を
提
言

し
た
人
物
が
、
正
一
品
の
最
高
職
の
右
議
政
・
洪
鳳
漢
（
一
七
一
三
〜

一
七
七
八
）
で
あ
る
。
南
玉
が
洪
鳳
漢
家
の
塾
師
と
し
て
務
め
て
い
た
こ
と

を
機
に
、
李
鳳
煥
を
紹
介
し
、
洪
鳳
漢
家
の
人
々
と
も
詩
社
を
結
成
し
交
遊

し
、
後
に
は
洪
鳳
漢
の
息
子
た
ち
と
も
樊ボ
ン

川
チ
ョ
ン

詩
社
を
結
成
す
る（

28
）

。
そ
の
詩
社

の
一
員
で
あ
っ
た
洪ホ
ン
ジ
ク稷

榮ヨ
ン

が
残
し
た
詩
文
集
『
小
洲
集
』
に
よ
る
と
、
洪
稷

榮
は
、
樊
川
に
屏
居
し
な
が
ら
三
十
年
も
文
人
に
よ
る
私
会
・
文
苑
を
行
っ

て
い
た
と
い
う（

29
）

。
な
お
、
南
玉
、
李
鳳
煥
は
、
そ
れ
以
前
に
も
文
臣
の
趙ジ
ョ
ジ
ェ載

浩ホ

（
一
七
〇
二
〜
一
七
六
二
）
と
「
梅
社
」
と
い
う
詩
社
を
結
成
し
交
遊
し
て

い
た
。
と
り
わ
け
、「
梅
社
」
に
は
、
李
鳳
煥
と
同
じ
く
一
七
四
八
年
の
使
行

に
書
記
と
し
て
参
加
し
た
李イ

命
ミ
ョ
ン

啓ゲ

（
一
七
一
六
〜
？
）
も
加
わ
っ
た
と
さ
れ
、

身
分
を
超
え
た
文
人
の
交
遊
を
行
っ
た
。「
梅
社
」
は
一
七
三
八
年
に
本
格
的
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に
は
じ
ま
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
趙
載
浩
は
こ
の
詩
社
で
次
韻
し
た
二
百
余
り

の
詩
を
『
梅
社
五
詠
』
と
題
し
た（

30
）

。
こ
の
よ
う
に
、「
庶
孼
文
人
」
と
し
て
文

才
が
認
め
ら
れ
て
い
た
南
玉
だ
が
、
そ
の
後
の
英
祖
二
十
九
年
（
一
七
五
三
）

に
は
、
文
科
の
科
挙
に
合
格
し
、
四
十
三
歳
の
一
七
六
三
年
に
、
製
述
官
と

し
て
第
十
一
回
目
の
日
本
使
行
に
派
遣
さ
れ
た
。
使
行
か
ら
復
命
し
た
翌
年

の
一
七
六
五
年
に
は
、
従
六
品
の
遂
安
郡
守
に
任
命
さ
れ
た
。

　
書
記
・
成
大
中
（
一
七
三
二
〜
一
八
〇
九
）

　
字
は
士
執
、
号
は
青
城
。
成
大
中
は
、
昌
チ
ャ
ン

寧
ニ
ョ
ン

成
氏
桑
谷
公
派
の
十
九
代
孫

で
あ
り
、
十
五
代
孫
・
成ソ
ン
フ後

龍リ
ョ
ンの

代
か
ら
庶
孼
に
な
っ
た
と
さ
れ
る（

31
）

。
成
大

中
家
は
先
述
の
よ
う
に
、「
名
門
」
庶
孼
家
と
も
い
え
る
が
、
と
り
わ
け
、
朝

鮮
通
信
使
と
深
く
関
わ
り
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
の
歴
史
は
概
観
す
る
と
、
一
六
八
二
年
の
製
述
官
・
成ソ
ン
ワ
ン琬

や
一
七
一
九
年

の
書
記
・
成ソ
ン
ム夢

良リ
ョ
ン、

一
七
六
四
年
の
書
記
・
成
大
中
と
続
く
が
、
こ
の
昌
寧

成
氏
桑
谷
公
派
の
場
合
、
十
六
代
孫
か
ら
二
十
二
代
孫
に
ま
た
が
っ
て
、
科

挙
の
合
格
者
を
十
五
人
も
輩
出
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、

（
ソ
ン
ヘ
リ
）
は
、
七
十
六
年
の
間
、
四
回
も
詩
社
を
結
成
し
て
い
た
こ
と
が
、

多
数
の
科
挙
合
格
者
を
輩
出
し
た
「
名
門
庶
孼
家
」
の
下
支
え
に
な
っ
た
と

分
析
し
た（

32
）

。
だ
が
、
彼
ら
の
大
半
は
、
下
級
官
職
の
従
六
品
の
県
監
や
察
訪

に
と
ど
ま
っ
た
。
前
述
の
よ
う
に
、
英
祖
の
代
に
強
ま
っ
た
庶
孼
に
対
す
る

差
別
撤
廃
を
求
め
る
動
き
に
よ
り
科
挙
へ
の
機
会
は
得
た
も
の
の
、
依
然
と

し
て
活
躍
す
る
場
は
狭
き
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
同
じ
く
『
幷
世
才

彦
録
』
の
「
文
苑
録
」
に
は
成
大
中
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
あ
る
。

爲
人
樂
易
、
善
談
論
、
談
鋒
多
崢
嶸
、
篤
於
故
友
。

（
心
楽
し
く
安
ら
か
な
人
柄
で
談
論
が
巧
み
で
あ
り
、
言
論
の
勢
い
が
き
わ
め

て
す
る
ど
い
が
、
友
人
に
は
誠
実
で
あ
る
。）

　
こ
の
記
載
に
は
、
成
大
中
の
性
格
が
表
れ
て
い
る
、
と
い
え
よ
う
。
成
大

中
は
も
う
一
人
の
書
記
・
元
重
擧
と
と
も
に
、
先
述
し
た
北
学
派
の
実
学
者

と
交
遊
が
あ
っ
た（

33
）

。
な
か
で
も
、
李
徳
懋
と
の
交
遊
が
深
く
、
成
大
中
の
著

書
『
青
城
雑
記
』
や
李
徳
懋
の
『
青
荘
館
全
書
』
か
ら
は
交
遊
の
有
様
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
李
徳
懋
は
、
成
大
中
が
蒹
葭
堂
側
に
制
作
を
依
頼
し
た

と
さ
れ
る
「
蒹
葭
雅
集
図
」
と
、
蒹
葭
堂
会
に
つ
い
て
も
大
い
に
評
価
し
て

お
り
、
注
目
に
値
す
る
。
具
体
的
に
見
れ
ば
、『
耳
目
口
心
書
』
五
巻
の
中
で

は
、
大
典
の
「
蒹
葭
雅
集
図
」
序
文
や
七
人
の
詩
文
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
、

『
青
莊
館
全
書
』
巻
六
十
三
の
「
天
涯
知
己
書
」
の
中
で
は
、
蔵
書
家
と
し
て

の
木
村
蒹
葭
堂
を
評
価
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、『
清
脾
録
』
巻
一
で
は
「
蒹
葭

堂
」
と
い
う
頁
目
を
設
け
、
蒹
葭
堂
会
に
つ
い
て
詳
細
に
記
し
て
い
る
。
中

国
に
向
か
う
燕
行
使
に
選
抜
さ
れ
清
を
訪
れ
た
こ
と
の
あ
る
李
徳
懋
は
日
本

に
も
興
味
を
持
ち
、
成
大
中
や
元
重
擧
を
通
し
て
入
手
し
た
日
本
に
関
す
る

情
報
を
著
書
『
青
荘
館
全
書
』
の
中
で
記
し
て
い
る（

34
）

。
成
大
中
は
一
七
六
四
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年
の
使
行
に
書
記
と
し
て
参
加
し
、
復
命
後
は
、
興
海
（
現
在
の
浦ポ

頁ハ
ン

市
）
郡

守
に
任
命
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
先
述
の
よ
う
に
庶
孼
許
通
に
力
を
入
れ
た
正

祖
に
認
め
ら
れ
、
一
七
九
二
年
、
從
三
品
の
地
方
の
長
官
職
で
あ
る
府
使
に

抜
擢
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
庶
孼
と
し
て
は
異
例
の
出
世
で
あ
っ
た
。

　
書
記
・
元
重
擧
（
一
七
一
九
〜
一
七
九
〇
）

　
字
は
子
才
、
号
は
玄
川
、
遜
菴
、
勿
川
な
ど
。
一
七
五
〇
年
に
生
員
や
進

士
を
選
抜
す
る
司
馬
試
の
科
挙
に
次
席
で
合
格
し
た
が
、
十
年
間
も
職
を
与

え
て
も
ら
え
ず
、
四
十
歳
に
な
っ
て
奉
事
と
い
う
従
八
品
の
下
級
職
に
つ
い

た
。
元
重
擧
は
一
七
六
四
年
の
使
行
に
書
記
と
し
て
参
加
し
、
復
命
後
の

一
七
七
〇
年
に
各
道
の
交
通
や
通
信
機
関
を
管
理
す
る
従
六
品
の
職
・
松
羅

道
察
訪
に
任
命
さ
れ
た
が
、
六
十
日
で
職
を
離
れ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な

り
、
隠
居
し
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
一
七
七
六
年
、
宮
殿
の
花
や
果
樹
な
ど

を
管
理
す
る
官
庁
・
掌
苑
暑
で
文
書
と
符
籍
を
管
理
す
る
従
六
品
の
主
簿
に

任
命
さ
れ
た
こ
と
を
機
に
、
燕
巖
グ
ル
ー
プ
の
李
徳
懋
、
朴パ
ク
ジ
ェ
ガ

齊
家
（
一
七
五
〇

〜
一
八
〇
五
）
な
ど
と
と
も
に
、
地
理
書
『
海
東
邑
誌
』
の
編
纂
作
業
に
加

わ
っ
た（

35
）

。
な
か
で
も
、
李
徳
懋
と
元
重
擧
は
親
戚
の
間
柄
で
、
李
徳
懋
の
記

録
か
ら
見
る
と
、
庶
孼
の
年
長
者
と
し
て
生
き
て
き
た
元
重
擧
に
対
し
て
尊

敬
の
念
を
抱
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
成
大
中
と
も
交
友
が
あ
り
、
成
大

中
の
『
青
城
雑
記
』
や
李
徳
懋
の
『
青
荘
館
全
書
』
な
ど
に
、
次
韻
し
た
詩

や
書
簡
な
ど
の
記
録
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
中
か
ら
、
李
徳
懋
が
元
重
擧
に

送
っ
た
詩
と
、
記
録
を
紹
介
し
た
い
。

文
章
能
驅
人
　
文
章
は
人
を
追
い
立
て
て

催
登
萬
里
船
　
万
里
に
向
か
う
船
に
乗
る
こ
と
を
促
す

長
風
拂
青
衫
　  

遠
く
か
ら
吹
く
風
が
青
衫
〔
国
の
祭
祀
に
着
た
藍
色
の
上

衣
〕
を
払
い

一
笑
澹
無
牽
　
軽
い
笑
い
は
淡
々
と
平
然
と
し
て
い
る

世
人
皆
榮
之
　
世
間
の
人
は
皆
こ
れ
を
誉
れ
と
し

書
記
看
如
仙
　
書
記
を
神
仙
の
よ
う
に
見
る
が

書
記
那
可
好
　
書
記
は
決
し
て
こ
れ
を
好
む
こ
と
は
な
い

吾
意
悽
獨
憐
　
私
ひ
と
り
が
憐
れ
み
い
た
ま
し
く
思
う

（
李
徳
懋
『
嬰
處
詩
稿
』
巻
二
、「
奉
贈
書
記
遜
菴
元
丈
重
擧
隨
副
使
之
日
本
」）

玄
川
元
丈
、
暮
年
薄
宦
、
久
而
不
調
、
買
山
之
錢
、
去
益
難
辦
。
吾
輩

之
窮
、
胡
至
於
斯
、
大
抵
此
丈
、
溫
厚
清
直
、
堪
爲
後
生
標
準
、
但
惜

其
知
者
甚
鮮
、
而
鬢
鬚
純
白
、
衰
象
日
著
也
。

（
玄
川
元
丈
〔
元
重
擧
〕
は
、長
い
間
登
用
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、晩
年
に
な
っ

て
薄
宦
〔
薄
給
の
使
官
〕
に
つ
い
た
。
買
山
錢
〔
引
退
後
の
た
め
の
山
を
買

う
お
金
〕
の
用
意
が
益
々
難
し
く
な
っ
た
。
な
ぜ
、
我
ら
は
こ
の
よ
う
な
状

況
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
。
お
よ
そ
こ
の
人
は
温
厚
で
清
直
で
、
子
孫
の

模
範
に
な
る
人
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
知
る
人
は
非
常
に
少
な
く
、
髪
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や
ひ
げ
が
真
っ
白
で
、
と
し
よ
る
姿
は
日
々
著
し
い
。
残
念
な
こ
と
だ
。）

（
李
徳
懋
『
雅
亭
遺
稿
』
巻
八
、「
尹
曾
若
」）

　
こ
れ
ら
二
つ
の
記
録
か
ら
、
庶
孼
に
は
文
才
が
あ
っ
た
も
の
の
、
生
涯

「
貧
し
さ
」
か
ら
解
放
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
興

味
深
い
こ
と
に
、
李
徳
懋
の
詩
か
ら
は
、
書
記
に
な
る
こ
と
自
体
が
庶
孼
に

と
っ
て
必
ず
し
も
歓
迎
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
先
述
の
よ
う
に
、
そ
の
苦
労

を
知
り
な
が
ら
も
参
加
せ
ざ
る
を
得
な
い
、
数
少
な
い
選
択
肢
で
あ
っ
た
こ

と
が
見
て
取
れ
る
。

　
書
記
・
金
仁
謙
（
一
七
〇
七
〜
一
七
七
二
）

　
字
は
士
安
、
号
は
退
石
。
曾
祖
の
金キ
ム

壽ス

能ヌ
ン

の
代
か
ら
庶
孼
と
な
り
、
金
壽

能
も
科
挙
に
及
第
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
県
監
に
と
ど
ま
っ
た
。
父
と

十
四
歳
で
死
別
し
た
金
仁
謙
は
、
貧
し
い
生
活
の
た
め
、
学
問
に
専
念
す
る

こ
と
も
で
き
ず
、
四
十
七
歳
と
な
る
一
七
五
三
年
に
な
っ
て
科
挙
に
合
格
し

た（
36
）

。『
幷
世
才
彦
録
』「
文
苑
録
」
を
見
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

處
地
庶
孼
、而
持
身
恭
處
心
高
。
故
人
莫
敢
侮
。
聰
明
一
過
目
終
身
不
忘
。

平
居
、
不
讀
書
不
吟
詩
、
而
吟
詩
輒
圓
熟
、
寔
天
才
。

（
庶
孼
の
身
分
で
あ
っ
た
が
、
恭
し
く
身
を
持
し
、
存
心
が
高
い
。
そ
の
た
め
、

人
々
が
侮
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
聡
明
で
一
度
目
を
通
し
た
も
の
は
一
生
忘

れ
な
か
っ
た
。
普
段
は
読
書
を
せ
ず
、詩
を
吟
じ
な
い
が
、詩
を
吟
ず
る
と
も
っ

ぱ
ら
円
熟
し
て
い
た
。
ま
こ
と
に
天
才
で
あ
る
。）

　
金
仁
謙
は
、
五
十
七
歳
で
一
七
六
四
年
の
使
行
に
書
記
と
し
て
参
加
し
、

復
命
後
は
、
や
は
り
下
級
官
職
の
砥
平
県
監
に
任
命
さ
れ
た
。

　
以
上
、
一
七
六
四
年
の
使
行
に
参
加
し
た
人
物
に
焦
点
を
当
て
、
庶
孼
と

朝
鮮
通
信
使
の
製
述
官
や
書
記
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
概
観
し
た
。
こ
こ
で

明
ら
か
に
な
る
の
は
、
庶
孼
文
人
が
文
才
に
よ
っ
て
科
挙
に
合
格
し
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
顕
官
に
任
命
さ
れ
る
こ
と
は
難
し
く
、
貧
し
さ
に
さ
ら
さ
れ

て
い
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
使
行
か
ら
の
復
命
後
は
下
級
職

で
は
あ
れ
ど
も
、
共
通
し
て
郡
守
や
県
監
職
に
任
命
さ
れ
て
い
た
。
つ
ま
り

庶
孼
に
と
っ
て
、
製
述
官
や
書
記
に
な
る
こ
と
は
、
そ
の
後
の
役
職
へ
の
保

証
で
も
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
だ
ろ
う
。
だ
が
、
同
時
に
そ
こ
か

ら
窺
え
る
の
は
、
幅
広
い
交
遊
を
持
つ
「
庶
孼
文
人
」
の
一
面
で
あ
っ
た
。

言
い
換
え
れ
ば
、
彼
ら
が
通
信
使
と
し
て
日
本
の
随
所
で
多
く
の
人
々
と

「
文
」
を
も
っ
て
接
し
た
際
に
、
製
述
官
や
書
記
の
役
割
の
み
な
ら
ず
、
文
人

と
し
て
の
姿
勢
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
姿
勢
は
、
第
二
章

で
、
検
討
す
る
よ
う
に
、
最
も
筆
談
唱
和
に
追
わ
れ
て
い
た
大
坂
で
、
木
村

蒹
葭
堂
を
は
じ
め
蒹
葭
堂
会
の
人
々
に
出
会
い
、
交
遊
す
る
理
由
を
考
察
す

る
上
で
も
、
重
要
な
手
が
か
り
と
な
る
。

（
ア
ン
デ
フ
ェ
）
が
指
摘
す

る
よ
う
に
、
十
八
世
紀
朝
鮮
の
漢
詩
史
に
お
い
て
庶
孼
は
、
士
大
夫
と
技
術
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職
中
人
身
分
の
文
人
の
「
中
間
者
」
的
存
在
で
あ
り
、
斬
新
な
詩
風
を
持
っ

た（
37
）

。
中
国
と
同
様
、
朝
鮮
の
文
人
文
化
を
牽
引
し
た
の
は
、
士
大
夫
の
文
化

で
あ
っ
た
。
だ
が
、
十
八
世
紀
、
漢
陽
と
い
う
都
市
を
生
き
た
士
大
夫
で
は

な
い
身
分
に
よ
る
新
た
な
文
人
の
有
様
は
、
大
坂
に
生
き
た
多
様
な
層
の
文

人
の
集
い
で
あ
る
蒹
葭
堂
会
の
人
々
と
相
通
じ
る
も
の
が
あ
る
、
と
考
え
ら

れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

第
二
章
　
記
録
か
ら
見
る
一
七
六
四
年
の
交
遊

　
こ
こ
か
ら
は
、
一
七
六
四
年
の
使
行
に
参
加
し
た
南
玉
ら
が
使
行
途
中
の

大
坂
で
蒹
葭
堂
会
の
人
々
と
交
遊
し
、「
蒹
葭
雅
集
図
」
が
制
作
さ
れ
る
ま
で

の
道
の
り
を
当
時
の
記
録
か
ら
時
間
順
に
追
っ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
本
章

で
は
、
ま
ず
、
製
述
官
や
書
記
が
日
本
の
民
衆
と
交
わ
し
た
筆
談
の
規
模
や

唱
和
の
雰
囲
気
を
探
る
こ
と
か
ら
考
察
を
は
じ
め
る
。
先
述
の
よ
う
に
、
本

稿
の
立
場
は
、
南
玉
ら
が
通
信
使
の
役
割
と
同
時
に
、「
庶
孼
文
人
」
の
姿
勢

を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
大
坂
で
の
交
遊
を
可
能
に
し
た
一
因
と
な
っ
た
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
よ
り
明
確
に
す
る
た
め
に
は
、
交
遊
そ
の
も
の
に

注
目
す
る
の
も
重
要
だ
が
、
そ
の
前
後
の
過
程
に
も
光
を
当
て
る
必
要
が
あ

る
。

　
そ
の
両
方
を
考
察
す
る
上
で
、
主
な
材
料
と
な
る
の
が
日
記
形
式
の
使
行

録
で
あ
る
。
一
七
六
四
年
の
使
行
の
場
合
、
製
述
官
を
は
じ
め
、
三
書
記
が

い
ず
れ
も
使
行
録
を
記
し
て
お
り
、
こ
れ
は
、
十
二
回
に
わ
た
る
使
行
の
中

で
も
他
に
例
を
見
な
い
こ
と
で
あ
っ
た（

38
）

。
本
章
で
は
、
日
本
で
は
ほ
と
ん
ど

注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
製
述
官
・
南
玉
の
使
行
録
『
日
観
記
』
を
中
心
に
、

必
要
に
応
じ
て
三
書
記
の
使
行
録
の
記
録
と
の
比
較
を
試
み
る
。『
日
観
記
』

は
大
き
く
、
春
・
夏
・
秋
・
冬
に
分
か
れ
た
十
巻
構
成
で
、「
春
」
に
は
凡
例

が
、「
夏
」「
秋
」「
冬
」
の
前
半
ま
で
は
日
記
が
、「
冬
」
の
後
半
に
は
総
記

が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
日
観
記
』
に
加
え
、
帰
路
の
大
坂
に
つ
い
て

は
蒹
葭
堂
会
の
一
人
・
大
典
が
記
し
た
筆
談
集
、『
萍
遇
録
』
の
記
録
と
の
比

較
も
行
い
な
が
ら
「
蒹
葭
雅
集
図
」
の
制
作
の
過
程
に
つ
い
て
も
考
察
し
た
い
。

（
一
）
一
七
六
四
年
使
行
に
お
け
る
唱
和
の
規
模

　
ま
ず
、
一
七
六
四
年
の
詩
文
・
筆
談
の
唱
和
規
模
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き

た
い
。
唱
和
の
規
模
を
推
測
す
る
上
で
、
目
を
引
く
の
が
『
日
観
記
』
の
巻

「
春
」
の
凡
例
に
あ
る
「
唱
酬
諸
人
」
の
頁
目
で
あ
る
。
南
玉
は
「
唱
酬
諸

人
」
に
使
行
期
間
中
出
会
っ
た
約
五
百
人
の
日
本
人
の
名
前
と
号
、
字
、
職

業
、
以
前
の
通
信
使
一
行
と
の
唱
酬
の
可
否
な
ど
を
詳
細
に
ま
と
め
て
記
し

た
。「
唱
酬
諸
人
」
は
、
滞
在
し
た
地
域
順
に
名
簿
形
式
で
書
か
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
を
も
と
に
、
地
域
別
の
人
数
を
表
で
ま
と
め
て
み
る
と
次
の
通
り
で
あ

る
（
表
１
）。

　
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
大
坂
で
交
流
し
た
人
数
で
あ
る
。
南
玉
ら
が
大

坂
に
逗
留
し
、
詩
文
唱
和
や
筆
談
を
行
っ
た
の
は
、
一
七
六
四
年
一
月
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方
便
。

（〔
倭
人
は
〕
そ
の
風
習
と
し
て
、
必
ず
朝
鮮
の
人
が
手
掛
け
た
も
の
を
求
め

て
く
る
。
男
女
が
結
婚
を
す
る
際
の
資
金
に
す
る
た
め
か
、
自
分
の
病
気
を

治
す
手
段
と
す
る
た
め
だ
と
い
う
。）

　
当
時
の
日
本
の
人
々
に
と
っ
て
、
海
を
渡
っ
て
や
っ
て
き
た
朝
鮮
の
人
々

が
手
掛
け
た
も
の
を
入
集
す
る
の
は
、
一
種
の
「
縁
起
物
」
を
手
に
入
れ
る

こ
と
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
無
論
、
こ
の
よ
う
な
例
が
す
べ

て
を
物
語
る
わ
け
で
は
な
く
、
一
断
面
に
過
ぎ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、

十
八
世
紀
半
ば
の
日
本
で
は
漢
詩
や
漢
文
が
広
い
層
に
ま
で
広
ま
っ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。
有
坂
道
子
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
現
象
は
、

す
す
ん
で
多
芸
を
楽
し
む
人
々
が
増
え
、
様
々
な
身
分
や
職
業
の
人
に
文
事

が
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う（

41
）

。
大
坂
の
場
合
で
あ
れ

ば
、
木
村
蒹
葭
堂
な
ど
の
町
人
文
人
と
位
置
づ
け
る
べ
き
人
々
が
、
こ
の
よ

う
な
現
象
を
牽
引
し
て
い
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

一
七
六
四
年
の
使
行
で
は
、
幅
広
い
層
の
人
々
が
様
々
な
目
的
で
朝
鮮
の
製

述
官
や
書
記
か
ら
詩
文
や
筆
談
な
ど
を
手
に
入
れ
よ
う
と
し
て
い
た
。

（
二
）
江
戸
に
向
か
う
前
の
大
坂

　
と
こ
ろ
で
、
南
玉
ら
の
庶
孼
文
人
は
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
し
て
、
木
村
蒹

葭
堂
の
名
を
知
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
そ
の
経
緯
を
探
り

た
い
。
手
が
か
り
と
な
る
の
は
、
南
玉
ら
が
対
馬
の
次
に
逗
留
し
た
藍
島
で
、

儒
者
で
医
者
の
亀
井
南
冥
（
一
七
四
三
〜
一
八
一
四
・
名
は
魯
、
字
は
道
載
、
通

称
は
主
水
）
と
出
会
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
朝
鮮
通
信
使
は
一
七
六
三
年
十
二

月
三
日
藍
島
に
到
着
し
、
二
十
三
日
間
滞
在
し
た
。
十
二
月
八
日
、
初
め
て

亀
井
南
冥
と
唱
和
を
し
た
南
玉
は
、
彼
の
詩
文
に
つ
い
て
高
く
評
価
し
、
次

の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

龜
井
魯
年
甫
廿
一
、
詩
筆
翩
々
才
氣
甚
銳
。

（
亀
井
魯
〔
南
冥
〕
は
二
十
一
歳
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
詩
筆
は
軽
快
で
、

才
気
は
非
常
に
鋭
い
。）

（
南
玉
『
日
観
記
』
一
七
六
三
年
十
二
月
八
日
）

龜
井
魯
致
書
、
來
欲
見
多
阻
、
之
語
並
致
所
著
東
遊
詩
文
、
乞
題
評
。

其
所
従
遊
者
、
所
謂
獨
嘯
菴
永
富
鳳
、
魯
以
為
海
東
一
人
僧
大
潮
、
木

弘
恭
。
皆
在
大
坂
。

（
亀
井
魯
〔
南
冥
〕
か
ら
書
簡
が
送
ら
れ
て
き
た
。
我
々
に
逢
う
た
め
訪
れ
た

か
っ
た
が
阻
ま
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
自
身
の
著
書
・
東
遊
詩
文

を
送
り
題
評
を
求
め
て
き
た
。
亀
井
魯
が
従
遊
し
た
者
は
、獨
嘯
菴
永
富
鳳〔
永

富
独
嘯
庵
〕
で
あ
る
。
亀
井
魯
〔
南
冥
〕
が
海
東
の
第
一
人
者
と
思
う
の
は
、

僧
侶
の
大
潮
と
木
弘
恭
〔
木
村
蒹
葭
堂
〕
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
大
坂
に
い
る
。）

（
南
玉
『
日
観
記
』
一
七
六
三
年
十
二
月
九
日
）
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亀
井
南
冥
は
大
坂
に
遊
学
し
た
際
に
師
事
し
た
医
者
・
永
富
独
嘯
庵

（
一
七
三
二
〜
一
七
六
六
・
名
は
鳳
、
字
は
朝
陽
、
号
は
独
嘯
庵
）
だ
け
で
な
く
、

僧
侶
・
大
潮
元
皓
（
一
六
七
六
〜
一
七
六
八
・
肥
前
の
人
。
名
は
元
皓
、
字
は
月

枝
、
号
は
大
潮
）
や
、
木
村
蒹
葭
堂
（
一
七
三
六
〜
一
八
〇
二
・
名
は
孔
恭
、
字

は
世
粛
、
通
称
は
坪
井
屋
吉
右
衛
門
、
別
号
に
巽
斎
）
と
も
交
遊
し
、
そ
の
よ
う

な
自
身
の
経
験
か
ら
南
玉
に
、
彼
ら
を
「
海
東
の
第
一
人
者
」
と
薦
め
た
。

『
日
観
記
』
の
藍
島
で
の
記
録
を
見
る
と
、
滞
在
期
間
中
、
南
玉
ら
が
ほ
ぼ
毎

日
、
亀
井
南
冥
と
詩
文
や
筆
談
を
交
わ
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、

十
二
月
十
七
日
に
は
、
亀
井
南
冥
が
永
富
独
嘯
庵
宛
に
書
い
た
書
簡
を
、
南

玉
ら
が
大
坂
に
い
る
間
に
伝
え
て
ほ
し
い
と
い
う
頼
み
ご
と
を
す
る
。
亀
井

南
冥
と
の
交
遊
の
詳
細
を
こ
こ
で
す
べ
て
扱
う
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
大
坂

か
ら
遥
か
に
離
れ
た
と
こ
ろ
で
行
わ
れ
た
こ
の
交
遊
に
つ
い
て
も
注
目
を
払

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
亀
井
南
冥
か
ら
木
村
蒹
葭
堂
に
関
す
る
情
報
を
得
た
南
玉
ら

は
、
十
二
月
二
十
六
日
に
藍
島
を
出
航
し
、
大
坂
へ
向
か
っ
た
。
大
坂
に
は

一
七
六
四
年
一
月
二
十
一
日
か
ら
五
日
間
滞
在
し
、
一
月
二
十
六
日
に
ま
た

江
戸
へ
と
出
発
し
た
。
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
時
、
実
際
に
大
坂
で
詩
文
の

応
酬
が
行
わ
れ
た
の
は
、
大
坂
に
到
着
し
た
後
の
三
日
間
だ
け
、
と
い
う
点

で
あ
る
。
短
い
滞
在
期
間
中
、
通
信
使
と
接
す
る
こ
と
を
待
ち
望
ん
で
い
た

人
々
と
の
唱
和
ぶ
り
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ

の
雰
囲
気
を
窺
わ
せ
る
使
行
録
の
記
録
を
確
認
し
た
い
。
亀
井
南
冥
か
ら
蒹

葭
堂
の
名
を
耳
に
し
た
南
玉
ら
は
、
一
月
二
十
二
日
、
大
坂
で
木
村
蒹
葭
堂

と
出
会
う
こ
と
に
な
る
。

此
城
人
士
求
詩
者
十
百
爲
群
、
半
在
堂
室
、
半
在
門
屏
、
來
必
皆
大
坂

之
人
、
而
四
方
之
所
都
會
、
前
者
未
和
、
後
者
復
至
、
源
文
乕
、
南
川

維
遷
、
奥
田
元
繼
、
木
弘
恭
、
字
世
肅
、
號
兼
葭
堂
、
開
堂
於
浪
華
之
上
、

蓄
中
國
奇
書
、
歳
買
千
餘
種
。
日
會
四
方
詩
酒
之
徒
、
以
豪
士
名
、
卽

龜
井
魯
所
稱
也
。

（
こ
の
都
市
の
人
士
、
詩
を
求
め
る
者
た
ち
が
十
、
あ
る
い
は
百
と
群
れ
を
な

し
た
。
そ
の
半
分
は
居
間
に
、
残
り
の
半
分
は
門
と
屏
の
と
こ
ろ
に
い
た
。

こ
こ
に
来
た
皆
が
大
坂
の
人
で
は
な
い
の
か
。〔
大
坂
は
〕
四
方
か
ら
人
が
集

ま
る
都
会
な
の
だ
。
先
に
来
た
者
と
の
唱
和
が
終
わ
っ
て
い
な
い
の
に
、
そ

の
後
ろ
に
ま
た
列
が
で
き
た
。
源
文
虎
〔
丹
羽
嘯
堂
・
儒
者
〕、
南
川
維
遷
〔
平

井
雅
斎
・
書
家
〕、
奥
田
元
繼
〔
奥
田
尚
斎
・
儒
者
〕、
木
弘
恭
、
字
は
世
肅
、

号
は
蒹
葭
堂
と
す
る
。
浪
華
に
堂
を
開
き
、
中
国
の
奇
書
を
集
め
毎
年
千
以

上
を
買
い
集
め
て
い
る
と
い
う
。
日
々
四
方
か
ら
詩
と
酒
を
好
む
人
々
を
呼

び
集
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
豪
傑
な
文
士
と
し
て
名
が
知
ら
れ
、
す
な
わ
ち
、

亀
井
魯
〔
南
冥
〕
が
た
た
え
た
人
物
で
あ
る
。）

（
南
玉
『
日
観
記
』
一
七
六
四
年
一
月
二
十
二
日
）

終
日
接
客
多
筆
談
、
其
問
目
數
十
紙
、
盖
八
十
餘
人
。〔
中
略
〕
木
弘
恭
、
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字
世
肅
、
既
龜
井
魯
所
⃞
蒹
葭
子
者
。

（
一
日
中
客
と
付
き
合
い
大
量
の
筆
談
を
行
っ
た
。
そ
の
問
答
の
目
録
が
紙
数

十
枚
分
に
至
っ
た
の
で
、
八
十
人
余
り
の
人
が
来
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。〔
中
略
〕

木
弘
恭
は
字
が
世
肅
で
、
す
で
に
亀
井
魯
〔
南
冥
〕
が
〔
言
っ
て
い
た
〕
蒹

葭
子
で
あ
る
。）

（
元
重
擧
『
乗
槎
録
』
一
七
六
四
年
一
月
二
十
二
日
）

大
坂
城

二
十
三
日
。
食
事
の
前
か
ら
大
勢
の
倭
人
が
詰
め
か
け
る
。
筆
談
は
難

渋
し
、
和
酬
す
る
の
も
う
ん
ざ
り
す
る
。
病
中
で
体
も
だ
る
い
が
、
国

王
よ
り
遣
わ
さ
れ
て
き
た
意
義
は
、
こ
の
者
た
ち
を
感
服
さ
せ
国
王
の

栄
光
を
知
ら
し
め
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
た
と
え
病
が
重
く
て
も
書
か
ぬ

わ
け
に
は
い
か
ぬ
。〔
中
略
〕
大
勢
の
者
が
い
っ
ぺ
ん
に
出
す
の
で
、
積

め
ば
あ
ご
に
届
く
ほ
ど
に
な
る
。
さ
ら
に
応
じ
て
や
れ
ば
次
々
と
限
り

な
く
差
し
出
し
て
く
る
。〔
中
略
〕
我
々
に
会
い
た
い
一
心
で
二
、 
三
百

里
も
離
れ
た
所
か
ら
食
料
持
参
で
こ
こ
ま
で
来
て
、五
、 

六
か
月
も
待
っ

て
い
た
と
の
こ
と
。
万
が
一
書
を
書
い
て
や
ら
ね
ば
、
そ
の
落
胆
は
い
か

ば
か
り
で
あ
ろ
う
。
勿
論
老
少
貴
賤
を
問
わ
ず
、
誰
に
で
も
書
き
与
え
る

の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
我
々
の
仕
事
は
昼
夜
を
問
わ
ず
、
休
む
暇
と
て

な
い
。
南
、
成
、
元
の
三
人
の
同
僚
も
同
様
に
苦
労
し
て
い
る
と
い
う（

42
）

。

（
金
仁
謙
『
日
東
壮
遊
歌
』
一
七
六
四
年
一
月
二
十
三
日
）

留
大
坂
城
。
覔
詩
人
沓
至
此
昨
尤
多
、
以
室
狭
不
能
容
。
張
墨
塁
、
雑

然
進
者
、
如
蜂
蟻
之
集
、
送
投
詩
紙
、
如
科
場
投
巻
之
爲
旁
作
。〔
中
略
〕

詩
必
求
自
書
、
又
必
求
印
章
、
酬
詩
之
餘
、
一
一
繕
寫
、
一
一
印
章
、

尤
致
紛
氄
無
暇
〔
中
略
〕
唱
酬
又
立
鶏
。

（
大
坂
城
に
と
ど
ま
っ
た
。
詩
を
求
め
る
人
の
数
が
昨
日
よ
り
増
え
た
。
し
か

し
、
部
屋
が
狭
い
た
め
全
員
が
入
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
墨
と
紙
を
ひ

ら
く
と
、
目
ま
ぐ
る
し
く
人
々
が
絡
み
つ
き
、
ま
る
で
蜂
や
あ
り
の
群
れ
が

寄
っ
て
く
る
よ
う
で
、
詩
を
書
い
た
紙
を
投
げ
合
う
姿
は
、
ま
る
で
科
挙
の

試
験
場
で
試
巻
を
投
げ
る
よ
う
で
あ
っ
た
〔
中
略
〕〔
倭
人
は
〕
詩
は
必
ず
自

分
で
書
く
こ
と
を
要
求
し
、
ま
た
、
印
を
押
す
よ
う
求
め
た
。
そ
れ
で
、
詩

の
酬
唱
後
に
い
ち
い
ち
そ
れ
を
書
き
写
し
、
い
ち
い
ち
印
を
押
す
か
ら
余
計

忙
し
く
な
っ
た
。〔
中
略
〕
こ
の
日
も
唱
酬
が
終
わ
る
と
鶏
が
鳴
い
た
。）

（
南
玉
『
日
観
記
』
一
七
六
四
年
一
月
二
十
三
日
）

　
使
行
録
の
一
部
で
は
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
南
玉
ら
の
生
々
し
い
記
録
か

ら
大
坂
城
で
の
慌
た
だ
し
い
唱
和
の
雰
囲
気
が
窺
え
る
。
金
仁
謙
の
記
録
か

ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
通
信
使
に
接
す
る
た
め
五
、 

六
カ
月
も
待
ち
望
ん
で

い
た
な
ど
は
非
常
に
興
味
深
い
事
実
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
南
玉
ら
が
木
村
蒹
葭
堂
に
つ
い
て
亀
井
南
冥
が

言
っ
て
い
た
人
物
で
あ
る
と
特
記
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
蒹
葭
堂
に
つ
い
て

の
前
記
の
内
容
を
見
て
み
る
と
、
木
村
蒹
葭
堂
の
文
人
ぶ
り
に
つ
い
て
特
記
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し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。「
庶
孼
文
人
」
の
見
方
か
ら
す
れ
ば
、
木
村
蒹
葭

堂
は
非
常
に
興
味
深
い
人
物
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
木
村
蒹
葭
堂
ら
は
、
亀

井
南
冥
と
同
様
、
南
玉
一
行
が
大
坂
を
去
る
ま
で
毎
日
の
よ
う
に
大
坂
城
を

訪
れ
、
唱
和
を
し
て
い
た
こ
と
が
南
玉
、
成
大
中
、
元
重
擧
の
記
録
か
ら
わ

か
る
。
江
戸
に
向
か
う
前
日
の
一
月
二
十
四
日
、
南
玉
は
以
前
、
藍
島
で
永

富
独
嘯
庵
に
伝
え
る
よ
う
頼
ま
れ
て
い
た
亀
井
南
冥
の
書
簡
を
木
村
蒹
葭
堂

に
預
け
た
。
さ
ら
に
、
木
村
蒹
葭
堂
と
儒
者
・
福
原
承
明
（
一
七
三
五
〜

一
七
六
八
・
名
は
尚
脩
、
号
は
映
山
）
が
印
章
に
長
じ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、

作
っ
て
も
ら
う
よ
う
頼
ん
で
い
た（

43
）

。

（
三
）
帰
路
の
大
坂

　
こ
こ
か
ら
は
、
帰
路
の
大
坂
で
の
出
来
事
に
注
目
し
な
が
ら
、
以
前
の
大

坂
で
は
南
玉
ら
と
顔
を
合
わ
せ
て
い
な
い
大
典
と
の
交
遊
、
さ
ら
に
は
、「
蒹

葭
雅
集
図
」
の
制
作
経
緯
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
る
。
周
知
の
よ
う
に
、

一
七
六
四
年
の
通
信
使
に
お
け
る
最
大
の
困
難
は
、
通
信
使
の
一
員
・
崔チ
ェ

天
チ
ョ
ン

宗ジ
ョ
ンが

対
馬
の
訳
官
・
鈴
木
伝
蔵
に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ
た
事
件
で
あ
っ
た（

44
）

。
本

節
で
は
、
殺
人
事
件
の
発
生
後
、
一
般
の
人
と
の
詩
文
唱
和
が
途
絶
え
た
状

況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
南
玉
ら
が
大
坂
を
去
る
ま
で
、
絶
え
る
こ
と
な
く
蒹

葭
堂
会
と
の
交
遊
を
続
け
た
こ
と
に
注
目
す
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
「
蒹
葭
雅

集
図
」
制
作
の
な
り
ゆ
き
も
浮
き
彫
り
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
人
物
が
、
蒹
葭
堂
会
の
一
人
で
僧
侶
の
大
典
（
一
七
一
九

〜
一
八
〇
一
・
名
は
顕
常
、
字
は
梅
荘
、
号
は
大
典
）
で
あ
る
。
大
典
は
四
月
五

日
か
ら
、
通
信
使
一
行
が
大
坂
を
去
る
こ
と
に
な
っ
た
五
月
六
日
ま
で
南
玉

ら
と
筆
談
を
行
い
、
そ
れ
を
ま
と
め
『
萍
遇
録
』
と
し
た
。
そ
の
記
録
か
ら

は
、
使
行
録
か
ら
は
見
当
た
ら
な
い
交
遊
の
有
様
が
詳
細
に
わ
か
る
。
そ
こ

で
、
こ
こ
か
ら
は
使
行
録
と
『
萍
遇
録
』
と
の
内
容
の
相
違
に
注
意
を
払
い

な
が
ら
、
逗
留
し
た
大
坂
で
の
交
遊
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　
通
信
使
一
行
が
江
戸
を
出
発
し
、
帰
路
の
大
坂
に
つ
い
た
の
は
、
一
七
六

四
年
四
月
四
日
の
こ
と
で
あ
る
。
本
来
、
一
行
は
大
坂
で
三
日
間
逗
留
し
、

四
月
七
日
に
は
朝
鮮
に
向
か
う
予
定
で
あ
っ
た
が
、
先
述
の
よ
う
に
、
四
月

七
日
、
通
訳
と
事
務
を
担
当
す
る
中
官
で
あ
る
都
訓
導
・
崔
天
宗
が
日
本
人

に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ
る
事
件
が
発
生
し
た
。
こ
の
外
交
上
最
悪
の
事
態
を
収

拾
す
る
た
め
通
信
使
一
行
は
、
一
カ
月
ほ
ど
大
坂
に
残
留
す
る
こ
と
に
な
る
。

事
件
後
の
な
り
ゆ
き
を
概
観
す
る
と
、
四
月
十
四
日
に
鈴
木
伝
蔵
が
事
件
の

犯
人
と
特
定
さ
れ
、
四
月
十
八
日
に
は
逃
走
中
の
鈴
木
伝
蔵
が
逮
捕
さ
れ
る
。

そ
の
後
、
五
月
二
日
に
処
刑
さ
れ
る
こ
と
で
事
件
は
一
段
落
し
た
。
ま
ず
、

事
件
当
日
の
『
日
観
記
』
の
記
録
を
見
て
み
よ
う
。

四
月
初
七
日
、
留
大
坂
之
第
三
日
、
遭
都
訓
導
崔
天
宗
被
刺
殺
死
之
變
、

留
二
十
九
日
、〔
中
略
〕
一
倭
擩
胸
剚
頸
、
驚
起
刀
常
在
頸
、
自
抜
而
逐
之
、

倭
走
出
門
至
厨
間
、
踐
厨
宿
格
軍
之
足
、
格
軍
睡
熟
、
雖
驚
而
莫
之
省
、

天
宗
逐
之
及
門
、
氣
盡
而
止
、
天
明
天
宗
殞
絶
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（
四
月
七
日
、
大
坂
に
滞
留
し
て
三
日
目
。
都
訓
導
の
崔
天
宗
が
刺
殺
さ
れ
、

二
十
九
日
間
大
坂
に
と
ど
ま
っ
た
。〔
中
略
〕〔
崔
天
宗
が
寝
て
い
る
と
〕、
一

人
の
倭
人
が
胸
の
と
こ
ろ
を
押
し
、
首
に
刃
物
を
刺
し
た
。〔
崔
天
宗
が
〕
仰

天
し
起
き
上
っ
て
、
首
に
刺
さ
れ
て
い
る
刃
物
を
自
ら
抜
き
出
し
、
そ
の
倭

人
の
後
を
追
っ
た
。
逃
げ
た
倭
人
が
走
っ
て
門
を
出
て
厨
房
に
つ
き
、
そ
こ

で
寝
て
い
た
〔
朝
鮮
の
〕
格
軍
の
足
を
踏
ん
だ
が
、
格
軍
は
熟
睡
し
て
お
り
、

そ
の
状
況
に
気
付
け
な
か
っ
た
。
倭
人
を
追
っ
た
崔
天
宗
は
門
の
と
こ
ろ
に

至
っ
て
は
気
を
失
い
、
足
を
止
め
、
夜
明
け
に
は
息
絶
え
た
。）

（
南
玉
『
日
観
記
』
一
七
六
四
年
四
月
七
日
）

　
当
然
の
こ
と
に
、
こ
の
事
件
を
機
に
詩
文
唱
和
は
中
止
さ
れ
た
。
筆
談
は

事
件
の
真
相
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
か
ろ
う
じ
て
継
続
し
た
が
、
南
玉
、
成

大
中
、
元
重
擧
、
金
仁
謙
の
使
行
録
の
内
容
も
一
変
し
、
事
件
の
収
拾
過
程

を
中
心
に
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
内
容
の
中
で
使
行
録
に

度
々
そ
の
名
が
挙
が
る
の
が
、
大
典
を
は
じ
め
と
す
る
蒹
葭
堂
会
の
人
々
で

あ
る
。
そ
れ
に
は
、
事
件
発
生
後
、
朝
鮮
文
人
の
宿
舎
へ
の
出
入
り
が
僧
侶

や
事
件
関
連
者
の
み
に
厳
格
に
制
限
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
僧
侶
の
大
典
が
比

較
的
出
入
り
し
や
す
か
っ
た
と
い
う
理
由
も
大
き
い
が
、
彼
が
蒹
葭
堂
会
の

一
員
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
信
頼
も
高
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
大
典
は
一
月

の
大
坂
で
の
交
遊
に
は
参
加
し
て
お
ら
ず
、
四
月
五
日
に
な
っ
て
初
め
て
顔

を
合
わ
せ
た
。
南
玉
ら
と
大
典
と
の
出
会
い
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た

か
。

至
夜
分
魯
堂
、
仲
達
、
周
宏
、
導
来
話
、
竺
常
去
時
不
見
者
、
而
非
以

名
利
持
身
者

（
真
夜
中
に
魯
堂
〔
那
波
魯
堂
〕、
仲
達
〔
富
野
義
胤
〕、
周
宏
、
周
遵
が
や
っ

て
き
て
話
を
交
わ
し
た
。
竺
常
〔
大
典
〕
は
以
前
、
会
っ
た
こ
と
の
な
い
者

だ
が
、
明
利
を
狙
っ
て
立
ち
回
る
者
で
は
な
か
っ
た
。）

（
南
玉
『
日
観
記
』
一
七
六
四
年
四
月
五
日
）

甲
申
四
月
五
日
朝
鮮
使
者
反
于
浪
華
、
余
與
木
世
粛
及
子
玄
、
至
公
館
、

始
見
製
述
書
記
、
通
名
字
。〔
中
略
〕
余
曰
、
衲
与
木
弘
恭
輩
、
方
外
莫
逆
、

今
日
奉
謁
、亦
木
氏
是
由
、請
少
有
閑
暇
、与
弘
恭
等
周
施
一
遭
幸
甚
、月
、

世
粛
吾
所
親
愛
者
、
相
見
豈
不
傾
倒
。

（
甲
申
〔
一
七
六
四
年
〕
四
月
五
日
、
朝
鮮
通
信
使
が
大
坂
に
戻
っ
て
き
た
。

私
は
木
世
粛
〔
木
村
蒹
葭
堂
〕、
子
玄
と
と
も
に
通
信
使
の
宿
舎
に
行
き
、
初

め
て
製
述
官
や
書
記
と
出
会
い
名
乗
り
あ
っ
た
。
私
が
言
う
に
、「
私
と
木
弘

恭
〔
木
村
蒹
葭
堂
〕
ら
と
は
、
世
俗
を
離
れ
た
親
密
な
間
柄
の
も
の
で
、
お

目
に
か
か
っ
た
の
も
ま
た
木
氏
に
よ
る
も
の
で
す
。
請
う
に
、
少
し
暇
が
あ

れ
ば
、
木
弘
恭
ら
と
と
も
に
一
度
、
今
日
、
周
旋
し
て
も
ら
え
る
の
な
ら
大

変
あ
り
が
た
く
存
じ
ま
す
」。
秋
月
〔
南
玉
〕
が
言
う
に
、「
世
粛
は
私
が
親

愛
す
る
人
な
の
で
、
顔
を
合
わ
せ
る
と
、
心
情
を
吐
露
す
る
こ
と
が
で
き
ま
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す
」。）

（
大
典
『
萍
遇
録
』
一
七
六
四
年
四
月
五
日
）

　
記
録
を
見
る
限
り
、
こ
の
日
、
初
め
て
顔
を
合
わ
せ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

南
玉
は
大
典
に
親
近
感
を
持
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
南
玉
が
言

う
よ
う
に
、
木
村
蒹
葭
堂
へ
の
信
頼
が
厚
か
っ
た
た
め
で
あ
っ
た
。
事
件
発

生
後
、
大
典
は
い
っ
た
ん
西
京
に
帰
っ
て
い
た
た
め
、『
萍
遇
録
』
に
四
月

十
九
日
ま
で
の
記
録
は
残
っ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、『
萍
遇
録
』
に
は
記
さ
れ

て
い
な
い
四
月
八
日
か
ら
十
九
日
ま
で
の
記
録
を
使
行
録
か
ら
簡
略
に
ま
と

め
た
（
表
２
）。

　
こ
の
よ
う
に
、
使
行
録
に
は
簡
略
な
記
録
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い
。
だ
が
、

『
萍
遇
録
』
と
合
わ
せ
て
み
る
と
、
依
然
と
し
て
蒹
葭
堂
会
と
の
交
遊
が
書
簡

や
大
典
を
通
し
て
続
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。『
萍
遇
録
』
の
記
録
は
四
月

二
十
日
か
ら
再
開
さ
れ
る
。
そ
こ
か
ら
は
「
蒹
葭
雅
集
図
」
に
つ
い
て
本
格

的
な
筆
談
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
四
）
続
け
ら
れ
た
交
遊
、「
蒹
葭
雅
集
図
」
の
制
作
へ

　
ま
ず
、
四
月
二
十
日
『
萍
遇
録
』
の
記
録
か
ら
見
て
み
よ
う
。

龍
淵
曰
、
向
書
託
世
粛
、
画
浪
華
春
曉
、
及
蒹
葭
雅
集
、
而
師
及
麗
王

承
明
輩
、
或
詩
或
跋
、
以
識
其
末
而
恵
之
、
世
粛
已
領
諾
矣
、
果
已
起
草
、

表 2　使行録の記録の比較（4月 8日～ 19日）

4 月 8 日 酬唱と応接を禁止、大典が訪れる（元重擧）

　　9日 周宏、木村蒹葭堂、合離から書簡をもらう（南玉）　
周宏が鏡と筆を、西翼が硯十個、韓天壽は木世粛を通して、書簡や賜りを送る（成大中）

　　10 日 福尚修、木村蒹葭堂、那波師曾、西翼に書簡を送る（南玉）

　　12 日 周奎が詩札を送り別れの音を伝える（南玉）
周奎が西京に帰るとし、画幅を別れの賜りにする（元重擧）

　　13 日 周奎が訪れる。木村蒹葭堂から硯一つが送られる（南玉）　
木村蒹葭堂から書簡と硯一つ、大典からは手紙と赤い硯二つが送られる（成大中）　
周奎が別れを告げる。木村蒹葭堂、合離から書簡が送られる（元重擧）　
周宏から書簡で内々の事情を伝えられる（金仁謙）

　　14 日 周遵が訪れる（南玉）

　　15 日 合離、木村蒹葭堂、仲尚賢、源文虎の書簡に返事を送る。那波師曾が訪れ談笑を願う（南玉）
周宏、周遵が訪れる（元重擧）

　　17 日 福尚修、安井屬玉、三宅斌、心縁、知本、周宏、周遵が訪れる（南玉）
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而
師
亦
有
腹
稿
否
、
西
歸
之
後
、
要
作
萬
里
顔
面
、
故
如
是
屢
言
耳
、

余
曰
、
圖
画
一
事
、
世
粛
及
衲
輩
既
領
命
矣
、
此
固
所
願
也
、
世
粛
稍

試
粉
本
、
及
大
旆
之
未
發
、
必
當
奉
呈

（
龍
淵
〔
成
大
中
〕
が
言
う
に
、「
以
前
の
書
簡
で
世
粛
〔
木
村
蒹
葭
堂
〕
に

浪
華
春
曉
と
蒹
葭
雅
集
の
画
を
、師
〔
大
典
〕
や
麗
王
〔
細
合
半
斎
〕、承
明
〔
福

原
承
明
〕
た
ち
に
は
、
詩
あ
る
い
は
、
跋
文
を
〔
絵
巻
〕
の
末
に
書
き
し
る

し
て
お
渡
し
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
し
た
。
世
粛
は
す
で
に
承
諾
し
て

く
れ
ま
し
た
が
、
は
た
し
て
草
案
を
す
で
に
描
き
は
じ
め
た
の
か
、
ま
た
、

僧
も
心
中
に
考
え
る
下
書
き
が
あ
る
か
ど
う
か〔
気
に
な
り
ま
す
〕。
西
に
帰
っ

た
後
、
遠
い
と
こ
ろ
に
い
て
も
そ
の
顔
ぶ
れ
を
思
い
起
こ
そ
う
と
す
る
た
め
、

こ
の
よ
う
に
何
度
も
お
聞
き
し
ま
す
」。
私
〔
大
典
〕
が
言
う
に
、「
画
の
こ

と
は
、
世
粛
と
私
た
ち
が
す
で
に
そ
の
命
を
受
け
取
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

は
〔
私
た
ち
も
〕
強
く
願
う
と
こ
ろ
で
す
。
世
粛
が
少
し
ず
つ
そ
の
粉
本
を

試
み
て
い
る
の
で
、
大
旆
〔
通
信
使
の
こ
と
か
〕
が
出
発
す
る
前
に
間
に
合

わ
せ
て
、
必
ず
差
し
上
げ
ま
す
」。）

（
大
典
『
萍
遇
録
』
一
七
六
四
年
四
月
二
十
日
）

　
使
行
録
に
は
、
こ
の
日
、
筆
談
を
し
た
記
録
は
見
当
た
ら
な
い
。
四
月

二
十
日
の
『
萍
遇
録
』
に
記
さ
れ
て
い
る
通
り
、
成
大
中
が
い
つ
「
蒹
葭
雅

集
図
」
を
依
頼
す
る
書
簡
を
送
っ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
定
か
で
は
な

い
。
だ
が
、
先
ほ
ど
の
使
行
録
の
ま
と
め
か
ら
す
る
と
、
四
月
十
三
日
に
成

大
中
が
木
村
蒹
葭
堂
に
書
簡
の
返
信
を
し
た
こ
と
が
わ
か
る
た
め
、
お
そ
ら

く
こ
の
日
の
可
能
性
も
あ
る
の
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
ま
だ
、
事
件
の
犯
人
が

特
定
さ
れ
る
前
で
あ
る
。
こ
の
日
、
南
玉
ら
が
帰
国
す
る
前
ま
で
に
「
蒹
葭

雅
集
図
」
を
完
成
さ
せ
る
と
言
っ
て
大
典
は
、
そ
の
後
、
い
っ
た
ん
西
京
に

戻
る
。
そ
の
後
、
五
月
二
日
、
薬
樹
（
浄
王
・
大
典
の
弟
子
）
か
ら
鈴
木
伝
蔵

が
処
刑
さ
れ
、
通
信
使
一
行
が
五
月
六
日
に
出
航
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と

を
聞
い
た
大
典
は
、
そ
の
ま
ま
大
坂
に
戻
り
、
五
月
三
日
、
薬
樹
と
と
も
に

南
玉
ら
の
宿
舎
を
訪
ね
る
。
そ
の
日
の
記
録
か
ら
は
、
大
典
が
書
い
た
「
蒹

葭
雅
集
図
」
序
文
に
関
す
る
筆
談
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

三
日
、
朝
至
浪
華
、
余
過
孝
秩
、
使
藥
樹
去
問
世
粛
、
既
而
與
藥
樹
至

公
館
、〔
中
略
〕
龍
淵
曰
、
僕
雖
以
私
義
不
得
酬
和
、
師
之
文
與
筆
、
其

所
愛
悦
、
望
為
僕
作
贈
行
序
一
通
、
以
作
萬
里
啓
面
之
資
如
何
、
余
曰
、

拙
工
夫
能
也
、
如
雅
集
図
序
、
既
已
成
稿
、
請
賜
観
正
、
余
懷
中
出
序

文
示
之
、
淵
讀
一
遍
曰
、
序
文
極
通
暢
、
可
誦
、
僕
既
得
世
粛
画
、
又

得
蕉
中
序
、
帰
装
不
已
重
乎

（
三
日
の
朝
、
大
坂
に
着
き
、
孝
秩
〔
片
山
北
海
〕
の
と
こ
ろ
に
立
ち
寄
り
、

薬
樹
を
行
か
せ
て
世
粛
〔
木
村
蒹
葭
堂
〕
の
安
否
を
尋
ね
た
。
や
が
て
薬
樹

と
と
も
に
公
館
に
到
着
し
た
。〔
中
略
〕
龍
淵
〔
成
大
中
〕
が
言
う
に
、「
私

は
私
議
を
理
由
に
酬
和
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
僧
〔
大
典
〕
の
文
と
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筆
は
愛
し
ん
で
い
ま
す
。
私
の
た
め
に
送
別
の
序
を
一
通
作
り
、
そ
れ
を
も
っ

て
、
万
里
の
離
れ
た
と
こ
ろ
に
い
て
も
、
顔
を
思
い
起
こ
す
材
料
に
し
た
い

の
で
す
が
、
い
か
が
で
す
か
」。
私
が
言
う
に
、「〔
文
を
作
る
〕
工
夫
の
才
能

が
拙
い
の
で
す
。
雅
集
図
の
序
な
ら
、
す
で
に
原
稿
を
書
き
上
げ
ま
し
た
。

ご
覧
に
な
り
正
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
」。
私
は
懐
か
ら
序
文

を
取
り
出
し
て
見
せ
た
。
龍
淵
が
一
度
読
ん
で
言
う
に
、「
序
文
は
非
常
に
通

暢
〔
滞
る
こ
と
な
く
貫
き
通
す
こ
と
〕
し
て
、
誦
す
る
に
い
い
で
し
ょ
う
。

私
は
す
で
に
世
粛
の
画
と
蕉
中
〔
大
典
〕
の
序
文
を
得
れ
ば
、
帰
り
の
荷
物

は
重
く
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
ょ
う
か
」。）

（
大
典
『
萍
遇
録
』
一
七
六
四
年
五
月
三
日
）

衲
雖
無
似
、
他
日
得
一
上
名
異
域
社
籍
、
即
不
亦
生
平
一
大
快
事
哉
。

（
私
は
不
肖
の
身
で
は
あ
り
ま
す
が
、
後
日
、
異
国
〔
朝
鮮
〕
の
社
籍
〔
詩
社

の
名
簿
〕
に
自
分
の
名
が
上
が
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
れ
ま
た
、
一
生
一

大
の
快
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。）（

大
典
『
萍
遇
録
』
一
七
六
四
年
五
月
三
日
）

　
こ
の
記
録
か
ら
見
る
と
、「
蒹
葭
雅
集
図
」
の
完
成
よ
り
も
先
ん
じ
て
序
文

が
完
成
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
大
典
は
そ
の

序
文
の
内
容
を
成
大
中
に
見
せ
、
意
見
を
反
映
し
よ
う
と
し
た
点
で
あ
る
。

成
大
中
が
そ
の
序
文
の
内
容
を
読
み
上
げ
た
後
、
非
常
に
満
足
し
て
い
る
こ

と
が
窺
わ
れ
る
が
、
大
典
の
序
文
は
こ
の
交
遊
に
関
す
る
大
典
自
身
の
感
想

と
い
う
よ
り
、
成
大
中
な
ど
が
帰
国
し
た
後
、
誦
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
と

い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
続
く
次
の
成
大
中
の
言
葉
か
ら
も
、
大
典
の
文

を
好
み
、
嬉
し
が
る
姿
さ
え
見
せ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
朝
鮮
の

詩
社
の
名
簿
に
自
分
の
名
が
載
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
一
生
の
快
事
と
い
っ

た
同
日
の
次
の
記
録
は
、
大
典
の
方
も
南
玉
ら
を
詩
社
に
加
わ
る
「
文
人
」

と
し
て
認
識
し
て
い
た
こ
と
を
裏
付
け
る
も
の
で
、
非
常
に
興
味
深
い
。
繰

り
返
し
に
な
る
が
、
ま
だ
殺
人
事
件
が
一
段
落
し
て
い
な
い
時
期
に
、
彼
ら

の
間
か
ら
雅
集
図
制
作
の
話
が
持
ち
出
さ
れ
、
朝
鮮
側
の
出
発
が
近
づ
く
と
、

完
成
に
向
け
て
意
見
を
交
わ
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
崔
天
宗
の
殺
人
事
件
が

理
由
と
な
り
大
坂
に
残
留
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
は
い
え
、
朝
鮮
通
信
使
の

役
割
と
大
坂
の
民
衆
と
の
筆
談
と
は
一
線
を
画
す
も
の
で
あ
る
。
両
国
の
文

人
の
立
場
か
ら
し
て
み
れ
ば
こ
の
期
間
は
、
交
遊
を
深
め
る
貴
重
な
時
間
で

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
大
典
が
手
掛
け
た
こ
の
序
文
に
つ
い
て
は
、
高
橋
の
研
究
に
詳
し
い
。
そ

の
内
容
を
見
る
と
、
高
橋
は
、
序
文
の
後
半
に
あ
る
、
雖
世
肅
之
禮
且
和
乎
、

苟
非
國
家
所
與
、
其
能
如
是
乎
（
世
粛
〔
蒹
葭
堂
〕
の
礼
と
和
と
い
え
ど
も
、
も

し
も
、
国
家
が
〔
こ
の
よ
う
な
機
会
を
〕
与
え
て
く
れ
な
け
れ
ば
、
可
能
で
は
な

か
っ
た
）
に
つ
い
て
、
大
典
が
こ
の
交
遊
を
喜
ば
ず
、「
冷
静
」
に
受
け
取
っ

て
い
る
と
分
析
し
、「
徳
川
の
平
和
」
が
こ
の
よ
う
な
文
雅
交
流
を
可
能
に
し

た
前
提
で
あ
る
と
書
い
た（

45
）

。
だ
が
、
こ
れ
ま
で
の
道
筋
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
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分
析
は
再
考
の
余
地
が
あ
る
。
確
か
に
、
大
典
が
言
っ
た
通
り
、
こ
の
交
遊

は
通
信
使
と
い
う
国
家
間
の
行
事
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
た
。
そ
の
意
味
か
ら

も
、
本
稿
は
、
帰
路
で
の
交
遊
の
み
を
検
討
す
る
の
で
は
な
く
、
製
述
官
や

書
記
と
日
本
人
と
の
唱
和
の
全
体
の
中
か
ら
捉
え
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
、

江
戸
に
向
か
う
前
の
全
体
の
唱
和
ぶ
り
を
視
野
に
入
れ
て
考
察
し
て
き
た
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
大
典
の
こ
の
記
述
か
ら
は
、
国
の
行
事
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
交
遊
が
で
き
た
こ
と
に
、
一
人
の
「
文
人
」
と
し

て
、
さ
ら
に
い
え
ば
、
両
国
の
文
人
同
士
の
共
感
の
も
と
、「
蒹
葭
雅
集
図
」

が
制
作
さ
れ
た
こ
と
に
心
動
か
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
い
よ
い
よ

「
蒹
葭
雅
集
図
」
は
、
朝
鮮
通
信
使
が
大
坂
を
出
発
す
る
前
日
の
五
月
五
日
に

完
成
し
、
朝
鮮
文
人
の
手
に
渡
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

五
日
巳
下
至
公
館
、
是
日
蒹
葭
集
図
巻
既
成
、
世
粛
画
之
、
題
詩
其
後

者
七
人
、
爲
孝
秩
、
麗
王
、
承
明
、
子
琴
、
公
翼
、
藥
樹
、
主
人
世
粛
、

末
有
余
序
云
、
博
蔵
記
文
亦
得
寫
全
、
倶
使
藥
樹
携
之
、
詣
製
述
書
記
房
、

秋
月
正
寝
、
藥
樹
搖
学
、
既
而
龍
淵
、
玄
川
亦
聚
、
相
與
怡
々
、
乃
出

雅
集
巻
之
、
余
曰
、
世
粛
多
々
至
言
、
此
一
図
急
卒
寫
上
、
褙
装
亦
不

精
好
、
恐
不
能
中
高
意
、
龍
淵
及
秋
玄
披
覧
忻
然
、
藥
樹
自
傍
略
指
示

其
人
物

（
五
日
の
十
一
時
頃
、
公
館
に
到
着
し
た
。
こ
の
日
蒹
葭
集
図
の
絵
巻
が
完
成

し
た
。
世
粛
〔
蒹
葭
堂
〕
が
画
を
手
掛
け
、
題
詩
し
た
の
は
次
の
七
人
で
、

孝
秩
〔
片
山
北
海
〕、
麗
王
〔
細
合
斗
南
〕、
承
明
〔
福
原
承
明
〕、
子
琴
〔
葛

子
琴
〕、
公
翼
〔
岡
公
翼
〕、
薬
樹
〔
浄
王
〕、
蒹
葭
堂
の
主
人
で
あ
る
世
粛
〔
木

村
蒹
葭
堂
〕
と
、
最
後
に
私
が
書
い
た
序
文
が
あ
る
。
鈴
木
伝
蔵
の
記
文
も

完
成
し
た
の
で
薬
樹
に
す
べ
て
を
持
っ
て
こ
さ
せ
た
。
製
述
官
や
書
記
の
部

屋
に
至
る
と
、
秋
月
〔
南
玉
〕
が
ち
ょ
う
ど
寝
て
い
て
、
薬
樹
が
ゆ
す
っ
て

起
こ
し
た
。
龍
淵
〔
成
大
中
〕
と
玄
川
〔
元
重
擧
〕
も
集
ま
り
、
互
い
に
喜

ん
だ
。
雅
集
図
の
巻
を
取
り
出
し
て
私
が
言
っ
た
。「
世
粛
が
何
度
も
、
こ
の

図
は
急
い
で
描
い
た
う
え
、
表
装
も
ま
た
、
で
き
ば
え
が
美
し
く
な
く
、
お

そ
ら
く
は
〔
皆
さ
ん
の
〕
心
に
適
わ
な
い
の
だ
ろ
う
、
と
言
っ
て
い
ま
し
た
」。

龍
淵
と
秋
月
、
玄
川
が
〔
雅
集
図
を
〕
観
て
喜
ん
だ
。
薬
樹
が
そ
の
隣
で
人

物
を
指
し
な
が
ら
大
略
な
説
明
を
し
た
。）

（
大
典
『
萍
遇
録
』
一
七
六
四
年
五
月
五
日
）

　
こ
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
順
番
に
片
山
北
海
、
細
合
斗
南
、
福
原
承
明
、
葛

子
琴
、
岡
公
翼
、
浄
王
、
蒹
葭
堂
と
巻
末
に
序
文
を
書
い
た
と
い
う
大
典
を

含
め
、
総
勢
八
人
が
雅
集
図
の
巻
に
詩
文
な
ど
を
寄
せ
て
い
る
。
こ
の
面
々

は
、
蒹
葭
堂
会
の
一
員
で
あ
り
な
が
ら
、
後
に
片
山
北
海
が
盟
主
を
務
め
る

混
沌
詩
社
に
参
加
す
る
顔
ぶ
れ
で
も
あ
る
と
い
う（

46
）

。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、

朝
鮮
側
の
方
も
、
成
大
中
だ
け
で
な
く
、
南
玉
、
元
重
擧
が
「
蒹
葭
雅
集
図
」

の
完
成
を
歓
迎
し
て
い
る
点
で
あ
る
。「
蒹
葭
雅
集
図
」
に
つ
い
て
は
、
成
大

中
以
外
の
他
の
人
物
が
制
作
過
程
に
加
わ
っ
て
い
た
可
能
性
は
ほ
と
ん
ど
論
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じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
だ
が
、
前
記
の
記
録
か
ら
す
る
と
、
南
玉
や
元
重

擧
な
ど
が
「
蒹
葭
雅
集
図
」
制
作
に
つ
い
て
事
前
に
知
っ
て
お
り
、
そ
の
完

成
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
と
い
え
る
の
だ
ろ
う
。

　
こ
こ
で
図
1
の
「
蒹
葭
雅
集
図
」
を
見
て
み
よ
う
。

　
記
録
に
も
あ
る
よ
う
に
、
薬
樹
が
絵
の
中
の
人
物
に
つ
い
て
説
明
し
た
と

さ
れ
て
い
る
が
、
実
は
、「
蒹
葭
雅
集
図
」
の
中
に
描
か
れ
て
い
る
人
の
数
は
、

絵
巻
に
詩
文
を
寄
せ
た
人
の
数
よ
り
一
名
多
い
。
そ
れ
は
、
一
月
の
大
坂
か

ら
南
玉
ら
と
使
行
に
随
伴
し
た
儒
者
・
那
波
魯
堂
（
一
七
二
七
〜
一
七
八
九
・

名
は
師
曾
、
字
は
孝
卿
、
通
称
は
主
膳
）
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
那
波
魯
堂
は

絵
巻
に
詩
文
を
添
え
て
い
な
い
が
、
雅
集
図
の
中
に
は
描
か
れ
て
い
る
。
そ

の
経
緯
に
つ
い
て
金
文
京
は
、
成
大
中
の
要
請
に
よ
っ
て
那
波
魯
堂
の
姿
を

後
か
ら
描
き
加
え
た
の
で
は
な
い
か
、
と
指
摘
し
て
い
る（

47
）

。
確
か
に
、『
萍
遇

録
』
の
中
に
も
、
宿
舎
へ
の
出
入
り
が
制
限
さ
れ
た
た
め
、
那
波
魯
堂
と
顔

を
合
わ
せ
ら
れ
な
い
こ
と
を
惜
し
ん
だ
成
大
中
と
大
典
の
筆
談
が
見
ら
れ
る
。

大
典
の
序
文
と
同
様
、
画
の
中
に
も
成
大
中
の
意
見
が
反
映
さ
れ
て
い
た
可

能
性
が
示
唆
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
期
間
の
こ
と
に
つ
い
て
、
使
行
録
か
ら

は
簡
略
な
記
述
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
表
３
）。

　
こ
の
よ
う
な
記
録
の
内
容
が
暗
示
す
る
こ
と
は
、「
蒹
葭
雅
集
図
」
が
、
成

大
中
一
人
の
依
頼
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
も
の
、
と
必
ず
し
も
言
い
切
れ
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
こ
の
記
録
に
頼
る
ほ
か
な
い
が
、
十

分
考
察
の
余
地
が
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

図 1　『蒹葭雅集図』（32.5㎝× 413.5㎝、韓国国立中央博物館所蔵）














